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◎議事日程 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定（９月３日～２７日 ２５日間） 

 日程第３  諸般の報告 

 日程第４  行政報告 

 日程第５  総務常任委員長報告 

 日程第６  産業建設常任委員長報告 

 日程第７  諮問第５６号  人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第８  諮問第５７号  人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第９  諮問第５８号  人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
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 日程第10  同意第５９号  多賀町教育委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第11  報告第６０号  令和５年度多賀町の財政の健全化判断比率および資金

不足比率の報告について 

 日程第12  議案第６１号  多賀町国民健康保険条例の一部を改正する条例につい

て 

 日程第13  議案第６２号  多賀町使用料および加入金の徴収に関する条例の一部

を改正する条例について 

 日程第14  議案第６３号  令和６年度多賀町一般会計補正予算（第３号）につい

て 

 日程第15  議案第６４号  令和６年度多賀町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）について 

 日程第16  議案第６５号  令和６年度多賀町介護保険事業特別会計補正予算（第

２号）について 

 日程第17  議案第６６号  令和６年度多賀町水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて 

 日程第18  議案第６７号  令和６年度多賀町下水道事業会計補正予算（第１号）

について 

 日程第19  認定第６８号  令和５年度多賀町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第20  認定第６９号  令和５年度多賀町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

 日程第21  認定第７０号  令和５年度多賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

 日程第22  認定第７１号  令和５年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

 日程第23  認定第７２号  令和５年度多賀町育英事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第24  認定第７３号  令和５年度多賀町多賀財産区管理会特別会計歳入歳出

決算の認定について 

 日程第25  認定第７４号  令和５年度多賀町大滝財産区管理会特別会計歳入歳出

決算の認定について 

 日程第26  認定第７５号  令和５年度多賀町霊仙財産区管理会特別会計歳入歳出

決算の認定について 

 日程第27  認定第７６号  令和５年度びわ湖東部中核工業団地公共緑地維持管理

特別会計歳入歳出決算の認定について 
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 日程第28  認定第７７号  令和５年度多賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

 日程第29  認定第７８号  多賀町水道事業会計の利益の処分および令和５年度決

算の認定について 

 日程第30  認定第７９号  令和５年度多賀町下水道事業会計決算の認定について 
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（開会 午前 ９時３０分） 

○議長（菅森照雄君） ただ今から、令和６年９月第３回多賀町議会定例会を開会いたし

ます。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 本定例会に町長より提出されました案件は、諮問３件、同意案１

件、報告案１件、議案７件、認定１２件であります。 

 なお、本日の議事日程を別紙のとおり定めましたので、ご審議を賜りますようよろし

くお願いいたします。 

                                        

（開議 午前 ９時３１分） 

○議長（菅森照雄君） ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しております

ので、これより本日の会議を開きます。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第１ 「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、 

    ５番  木 下 茂 樹 議員    ６番  川 岸 真 喜 議員 

を指名いたします。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第２ 「会期の決定」を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、去る８月２７日開催の議会運営委員会において、

本日９月３日から２７日までの２５日間に決定していただいておりますので、そのよう

にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は本日から２７日までの２５日間に決定しました。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第３ 「諸般の報告」を行います。 

 次の４点について報告いたします。 

 第１点目は、陳情については、お手元に配布しております陳情文書表のとおり、陳情

３件を受理しました。 

 第２点目は、５月、６月、７月、８月に実施された出納検査、定期監査の結果につい

ては、お手元に配布しておりますとおり報告がありました。 

 第３点目は、８月に実施された基金運用審査、決算審査、健全化判断比率等審査の結

果については、お手元に配布しておりますとおり報告がありました。 

 第４点目は、議員派遣については、お手元に配布しております報告書のとおり、議員

派遣を行いました。 
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 これで諸般の報告を終わります。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第４ 「行政報告」を行います。 

 町長から行政報告の申出がありましたので、これを許します。 

 久保町長。 

〔町長 久保久良君 登壇〕 

○町長（久保久良君） 本日、令和６年９月第３回多賀町議会定例会を招集させていただ

きましたところ、議員の皆様には公私何かとご多用の中、ご出席賜り、厚く御礼申し上

げます。 

 さて、８月３０日より３１日にかけ、台風１０号の襲来に備え、職員全員が警戒に当

たりました。平成２５年９月の台風１８号に匹敵するほどの台風との情報もあり、大変

な危機感を持って臨みました。大きな被害もなく安堵しているところでありますが、今

後ともあらゆる災害への備えを万全にするとともに、迅速かつ適切な対応に努めてまい

ります。 

 また、８月８日には、気象庁は宮崎県日向灘を震源とする宮崎での地震を受け、南海

トラフ地震が発生する可能性が平常時より高まっているとして南海トラフ地震臨時情報

を発表し、大規模地震への備えを呼びかけました。多賀町におきましても、警戒体制を

取るとともに、住民の皆様に改めて地震への備えについて注意喚起をさせていただいた

ところであります。 

 そして、８月６日、鹿児島県日置市との兄弟都市盟約締結４０周年記念式典を行いま

した。議員の皆様におかれましては、ご臨席を賜り厚くお礼申し上げます。今後も、日

置市と多賀町がさらに絆を深め、青少年の育成をはじめ、教育、文化、産業、災害援助

などあらゆる分野において親睦、交流を深めてまいりたいと考えておりますので、ご理

解賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 さて、本定例会に提出いたしました議案は、令和５年度一般会計および特別会計決算

の認定をはじめ、合わせて２４議案でございます。いずれも重要な議案でございますの

で、慎重審議いただき、適切なご決議賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、本日提出をいたしました議案のうち、令和５年度一般会計決算の概要およ

び施策の実施状況ならびに最近の行政について、ご報告申し上げます。 

 決算についてでありますが、後ほど会計管理者より説明をさせていただきますので、

概要のみ申し上げます。 

 一般会計決算の歳入決算額は６５億１,５２８万円、歳入決算額は６１億９,５７２万

円となり、歳入歳出差引額３億１,９５６万円となりました。このうち、繰越事業に充

当する財源４,８３９万円を除いた実質収支額は２億７,１１７万円となりました。令和

５年度におきましても、歳入歳出とも多賀町として過去最大の決算額となったところで

あります。なお、令和５年度の町税の決算額は１８億９３０万円となり、歳入全体の２
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７.８％を占め、前年度と比較しますと１,２９５万円、０.７％の増収となりました。

町税全体の収納率は９９.１６％、現年課税分につきましては９９.５９％となり、前年

度並みの高い収納率を維持することができ、町民の皆様や企業の皆様の高い納税意識に

感謝を申し上げるところであります。 

 次に、令和５年度実施をいたしました主な事業であります。 

 工事関係では、多賀スマートインターチェンジ上り線や急傾斜地崩壊対策事業等、町

の活性化や安全なまちづくりに向けた整備を進めたほか、久徳うぐいすこども園や結い

の森公園、多賀小学校の児童数の増加に伴う改修など、子育て世帯のニーズに合わせた

環境づくり、教育環境の整備を着実に進めました。 

 また、新型コロナワクチン接種事業を継続して実施したほか、住民税非課税世帯等へ

の物価高騰対策支援給付金事業など、国の動向を見ながら、住民の命を守り、暮らしを

支える事業について着実に実施しました。 

 このように、令和５年度におきましては、コロナ後の様々な社会や生活様式の変化に

対応しながら、第６次多賀町総合計画に掲げる「輝く人、自然、歴史・文化で織りなす

多賀の未来」の達成に向け、幅広い分野で事業を展開してまいりました。引き続き、健

全な財政運営と将来を見据えた施策展開の両輪で行政運営を進めてまいります。 

 続きまして、最近の取組について、ご報告申し上げます。 

 企画課所管では、結いの森公園が７月２７日に開園しました。当日は、有志の皆さん

によるバルーンアーチの装飾を実施していただき、開園とともに多くの来園者でにぎわ

いました。前日の２６日は、プレオープンイベントとして、町内の３園から年長クラス

の園児を招き、遊具等を体験していただき大変好評でありました。公園整備にご理解と

ご協力を頂きました関係者の皆様には感謝を申し上げる次第であります。今後、子ども

たちだけでなく、多くの町民の皆様に楽しんでもらえる公園になればと思っております。 

 次に、税務住民課所管でありますが、定額減税補足給付金、調整給付金につきまして

は、対象となる方へ８月中旬に支給確認書を送付いたしました。対象者からの申請期限

を１０月末とし、申請受付後、速やかに調整給付金の支給を行ってまいります。 

 次に、福祉保健課所管では、７月１日、第７４回社会を明るくする運動、内閣総理大

臣メッセージの伝達を受けました。今年５月、大津市におきまして保護司さんが自宅で

亡くなるという大変痛ましい事件が発生しました。改めて保護司の方々をはじめ、更生

保護団体の皆様には、その活動に感謝するとともに、敬意を表する次第であります。多

賀町といたしまして、非行や犯罪のない明るい町の実現に向け、地域一丸となって取り

組んでまいります。 

 次に、高齢者の健康づくりであります。今年度からはつらつシニアプランとして新た

な取組を始めました。その大きな柱として、７５歳に到達された方を対象にはつらつシ

ニアキックオフ講座を２か月ごとに開催しております。この先５年、１０年後も元気で

暮らしていただくため、高齢者の保健事業と介護予防等の一体的事業として、今後、取
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組を強化してまいります。 

 また、新型コロナウイルスワクチン接種につきましては、主に６５歳以上の方を対象

とした定期接種となりました。今年度からはほかの定期接種と同様、医療機関での個別

接種となります。混乱なく安全に実施できるよう、準備を進めているところであります。 

 産業環境課所管では、農業関係では、令和３年度から特産化に向けて取り組んでおり

ますシャインマスカットが今年も色鮮やかに実り、８月に開催されましたＪＡ東びわこ

多賀支店での青空市に初出荷されました。数量としては５３房でありましたが、近隣の

店舗と同等の価格であっても完売となりました。取組はまだまだ始まりの段階ではあり

ますが、生産者の皆様や関係機関のお力添えを頂き、多賀町の新たな特産物として定着

できるよう、今後も支援を進めてまいります。 

 また、ブランド化推進米にこまるをはじめとする多賀産米につきましては、転入世帯

への贈答や各種イベントでの販売を通じ、さらなる販売促進につながるよう取組を進め

てまいります。 

 商工観光では、多賀ふるさと楽市を１０月１９日、ライトアップ事業は１１月２日か

ら３０日までの間、開催する予定であります。現在、各実行委員会で協議を重ねており

ますが、単なるイベントの消化ではなく、多賀町全体を考え、多賀の地域資源を結び、

店舗がつながる仕組みづくりをとの意見を頂いております。今後も地域の皆様と一体と

なって地域の活性化につながる取組を進めてまいります。 

 地域整備課所管では、７月２６日、多賀町通学路安全推進会議を開催し、町内の通学

路における危険箇所の把握や対応等を協議いたしました。今後、通学路の安全確保のた

め、現地での調査、点検を実施し、危険箇所の解消および安全対策に努めてまいります。

あわせて、町道路線の維持管理、修繕につきましても適時適切に実施してまいります。 

 下水道事業では、令和４年度から継続して施工しておりました中川原地区の雨水排水

整備工事が今年度完了する予定となっております。昨今のゲリラ豪雨等により水路の氾

濫等が危惧される中、その解消につながるものと考えております。 

 最後に、教育委員会所管であります。まず、学校教育課所管では、８月１日、多賀町

子ども議会を開催いたしました。未来を担う子ども議員１０名と多賀町の取組について、

活発、有意義な質疑を行うことができました。８月２日には、多賀町の全ての教職員が

集まり、特別支援教育、人権教育に関わる研修を実施いたしました。人権の視点を取り

入れた授業づくりや保育について適切な指導方法を学び、今後の教育活動に生かしてま

いります。 

 教育総務課所管では、放課後児童クラブにおきまして、夏休み期間中、２１４人と多

くの児童にご利用いただきました。子どもたちは、クラブ主催の夏祭りや地域ボランテ

ィアの方々との交流イベントなど、夏休みならではの活動を通じて成長し、充実した毎

日を過ごしていただいたと考えております。 

 また、多賀小学校南校舎普通教室増築工事につきましては、７月初めから仮設工事に



－８－ 

着手し、中庭の地下タンクの解体撤去を終え、現在、基礎工事を進めているところであ

ります。今後も建築工事、外構工事と順次、整備をしていく予定であります。引き続き、

児童および保護者等の安全を確保し、事業を進めてまいります。 

 最後に、生涯学習課所管であります。まず、図書館では、６月から７月にかけ、多賀

中学校のロボットプログラミング学習に合わせた図書の展示を中学校とともに行い、司

書が中学校に出向いて展示本の紹介を行う機会を設けました。 

 また、８月２０日、２１日には、子どもたちを対象に夏の図書館フェスティバルを開

催しました。今後も学校、園と連携を深めながら、図書館を身近で楽しい場所と思って

もらえるような活動を積極的に取り組んでまいります。 

 次に、博物館では夏休みの小中学生の自由研究のサポートを通じ、子どもたちが自然、

歴史、文化、科学などに関心を深め、自発的に探究する取組を推進しました。また、７

月２０日から９月１日までは企画展「山村とつながるひと」を開催しました。主に芹谷

地域や脇ヶ畑地域の自然と人々の暮らしを撮影した写真と生活用具などを紹介したもの

で、多くの方にご覧いただきました。文化財関係では、７月２０日に史跡敏満寺石仏谷

墓跡の特別公開を行いました。今後も様々なテーマで展示会や講座、観察会などの事業

を開催し、より多くの方々に興味、関心を持っていただけるよう取り組んでまいります。 

 以上、９月議会定例会の開会に当たり、令和５年度決算の概要と行政の近況について

ご報告を申し上げました。 

 なお、本日提案をさせていただきました議案の内容につきましては、時間の関係上、

説明を割愛させていただきますが、提案の都度、ご説明を申し上げますので、よろしく

ご審議賜りますようお願い申し上げまして、開会の挨拶とさせていただきます。ありが

とうございます。 

○議長（菅森照雄君） これで行政報告を終わります。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第５ 「総務常任委員長報告」を行います。 

 閉会中における継続調査の結果について、報告を求めます。 

 ４番、近藤勇総務常任委員長。 

〔総務常任委員長 近藤勇君 登壇〕 

○総務常任委員長（近藤勇君） 閉会中における総務常任委員会の調査結果について報告

をさせていただきます。閉会中における総務常任委員会会議規則第７７条の規定により

報告をいたします。 

 ７月１８日午前９時より、委員５名のうち１名は欠席でございましたけれども、４名

と、執行者側より町長、福祉保健課長、同課長補佐ならびに係長の出席を求め、委員会

を開催いたしました。 

 今回の調査では、福祉保健課所管の事務調査として、１点目、はつらつシニアプラン

について、２点目、保健事業について、３点目、社会福祉事業について、４点目、児童
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福祉事業について説明を求め、質疑応答を行いました。 

 最初に、はつらつシニアプランとは、第９期高齢者福祉計画および介護保険計画のこ

とで、本町においては元気な高齢者、はつらつシニアを増やす介護予防の取組が重要と

の考えから、３年に１回の見直し時、令和６年度から８年度の間でございますけれども、

その間に命名したと説明がございました。このプランを策定し、皆様が住み慣れた地域

でできる限り健康な状態で暮らしていけるように、健康づくり、生きがいづくりや活躍

の場づくり、介護予防の推進に取り組んでいるとのことでございました。 

 ２点目の保健事業については、母子保健事業、予防接種事業、各種健康診査受診状況、

ならびに成人保健等事業についての説明がございました。 

 ３点目の社会福祉事業については、多賀町民生委員児童委員協議会、多賀町社会福祉

協議会、保護司会、更生保護女性会、社会を明るくする運動多賀町推進委員会、多賀町

日赤奉仕団、彦愛犬権利擁護サポートセンター、生活保護等の事業についての説明がご

ざいました。 

 ４点目の児童福祉事業については、児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当、愛

犬地域療養事業、多賀町次世代育成支援事業、低所得者の子育て世帯子ども加算給付金、

出産・子育て応援給付金事業等について説明がありました。 

 引き続きまして、質疑応答に入りました。 

 委員から、介護保険に基準額６,０００円は基準額であって、平均額のことかの質問

に対し、そのとおりです。介護保険は１３段階に定められており、所得の少ない方は月

額１,７１０円で、所得の多い方は月額１万４,４００円となっていますとの答弁があり

ました。 

 委員から、介護予防についての様々な事業を実施していただいているが、無関心な住

民が参加できる努力はしているのかの質問に対し、基本的には相談に来られ、不安だと

思っている方に対し、その方に見合った事業への参加を進めている。また、この事業計

画の策定前に６５歳以上の方全員にアンケートを実施し、その結果により各教室の参加

案内を送付している。結局、健康を我が事と捉えていただき、若いうちから自分の健康

に興味を持っていただくことがポイントになると思いますとの答弁でありました。 

 委員から、はつらつ教室と介護予防教室を受ける対象となる方はどれぐらいおられる

のかの質問に対し、対象年齢は６５歳以上ですが、一般介護予防教室とは違って、基本

チェックリストの中で予備軍となる人が対象で、４００から５００名がおられると思い

ます。その中で２０名前後の方が受講されていると答弁がございました。 

 委員から、介護保険料が平均６,０００円であるが、年金受給者にとっては非常にき

ついと思うが、滞納者はないのか。また、胃がん検診の内視鏡検査は４病院ということ

であったが、受診希望者が病院を指定できるのかとの質問に対し、保険料は原則年金か

ら天引きとなっており、９９.９％の収納率となっています。ただし、年金額が少額の

方については、口座振込か納付書で納めていただいているため、一部滞納となっていま
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すとの答弁がありました。また、胃がん検診の内視鏡の検診受診病院は、彦根市立病院、

友仁山崎病院、豊郷病院と成美記念クリニックとなっております。健診対象者は５０歳

以上の偶数年齢の町民となりますとの答弁がありました。 

 委員から、民生児童委員は現在何名おられるのかの質問に対し、現在３４名の方に活

動していただいておりますとの答弁がありました。 

 委員から、保護司さんは何名おられますかとの質問に対し、４名の方ですとの答弁が

ありました。 

 委員から、社会福祉事業の中に、民生児童委員、社協、保護司、更生保護女性会、日

赤、社明運動、権利擁護等々が含まれているのに、青少年育成町民会議が含まれていな

いのはどうしてかの質問に対し、予算を管轄している課で事業を分担していることから、

生涯学習課の管轄となっていますとの答弁がありました。 

 以上で閉会中における総務常任委員会の調査は終了しましたので、報告といたします。 

 以上です。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

  

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第６ 「産業建設常任委員長報告」を行います。 

 閉会中における継続調査の結果について、報告を求めます。 

 ８番、山口久男産業建設常任委員長。 

〔産業建設常任委員長 山口久男君 登壇〕 

○産業建設常任委員長（山口久男君） 閉会中における産業建設常任委員会の所管事務調

査報告を行います。 

 ７月２０日午前９時より、委員全員と議長、執行者側より藤本企画課長、山本企画課

長補佐、藤本企画係長および地域おこし協力隊の朝比奈遥さんの出席を求め、委員会を

開きました。 

 （仮称）結いの森公園完成について、そして地域おこし協力隊の活動報告の２項目に

ついて所管事務調査を行いました。 

 まず最初に、（仮称）結いの森公園整備についてであります。（１）事業工程について

です。令和２年度は公園用地測量、不動産鑑定、令和２年度から３年度に各種団体の意

見聴取を行い、整備内容の検討、令和３年度から４年度、公園用地取得、設計業務はプ

ロポーザル審査により京福コンサルタント株式会社と契約、造成工事は令和４年度に一

般競争入札により株式会社大兼工務店と契約し、最終工期は令和６年３月３０日です。

造園工事は令和５年度に一般競争入札により株式会社宝山園と契約し、最終工期は令和

５年１２月２５日、遊具は令和５年度にプロポーザル審査により、株式会社高木造園と
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契約し、最終工期は令和６年５月３１日となりました。その他、建築確認申請、指定管

理者選定等の説明を受けました。 

 （２）事業費についてです。地形測量業務委託料５０１万９,３００円、用地購入費

は平米単価３,０００円で取得面積１万４,１７７㎡であり、購入費用は総額４,２５３

万１,０００円です。実施設計委託料として１,４９５万５,６００円、造成工事費は１

億２,４６４万９,８００円、造園工事費３,０５８万８,８００円です。遊具は４,９９

９万５,０００円です。土木工事費として１,８５０万円です。竣工図書作成業務委託料

８０万３,０００円、審査支払手数料４,１００円、国庫支出金返還金として１６３万６,

９４２円です。公園整備事業費総額として２億８,８６８万４,０００円となり、その財

源内訳について申し上げます。交付金は７,２００万円、地方債９,７２０万円、そして

一般財源として１億１,９４８万４,０００円であるとの説明がありました。 

 以上の説明の後、現地を視察し、そしてその後、第１委員会室で質疑を行いました。 

 質疑の主なものを申し上げます。 

 公園トイレは夜間施錠するのかとの質疑に対し、日常の維持管理業務はシルバー人材

センターにお願いする予定であり、その管理業務の中にトイレの施錠も含んでいる。朝

開錠し、午後５時頃に施錠することになるとの答弁がありました。 

 そのほか、維持管理業務についての質疑に対し、シルバー人材センターの委託業務は、

日常的な清掃や安全点検と草刈りが主な業務となる。芝生と植栽の維持管理については、

専門事業者への別枠の委託業務発注を考えており、現在入札の手続中であるとの答弁が

ありました。 

 せせらぎ水路に小魚を放流する計画はないのかとの質疑に対し、学芸員に確認したと

ころ、生態系の関係でこの周りに生息していないものを持ち込むことはやめるように言

われている。周辺の川で生息する魚を持ち込むのが一番良いのではないかと言われた。

魚が住みやすい環境をつくって魚を入れたいと思っている。学芸員とも相談しながら進

めていきたいとの答弁がありました。 

 次に、地域おこし協力隊の活動についてであります。ＮＰＯ法人おおたき里づくりネ

ットワークの活動について、地域おこし協力隊の朝比奈さんから説明を受けましたので、

その概要について報告します。 

 ２０２０年８月から２０２２年３月にかけて、大滝地域全体での地域活性化を目指し、

各集落から選出された一、二名と学識経験者で月１回の会議を実施し、会議メンバーの

関心事を基に６つの部会に分けて活動、その部会での活動を引き継ぐ形で、現在ＮＰＯ

にて事業を実施をしている。 

 ２０２２年６月２１日にＮＰＯ法人おおたき里づくりネットワークを法人登記した。

法人の目的は、大滝地区の地域課題の解決、地域資源の発見、活用、地域魅力の創造、

発信を通じて、地域の元気づくり、健康づくり、交流を行い、持続可能な地域づくりを

目的とする。 
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 実施事業は、地域の元気、健康づくり、地域における居場所づくり事業、地域内外の

交流、移送サービス、地域の資源を生かした地域庁舎事業、空き家、空き地活用、施設

管理、運営事業、情報発信などである。 

 地域の元気づくり、健康づくり事業では、おおたき給食弁当を２０２２年５月から始

めた。隔週の土曜日、月２回の頻度で、宅配弁当を地域の高齢者向けに販売実施をして

いる。献立は地元スタッフ同士で決め、旬の野菜や季節のイベントに合わせ、栄養バラ

ンスの良い弁当にしている。価格は５５０円で販売し、大変おいしいとの評判であり、

昨年度は２,４００個製造販売した。 

 次に、地域における居場所づくりについてであります。子どもの居場所づくりは、大

滝神社宮司宅にて、おおたきものづくりラボを第４日曜日に実施をしている。毎回１６

名前後の小学生が参加している。滋賀県立大学の学生がスタッフとして子どもの見守り

をしている。また、中学生を対象に勉強会を毎週水曜日の放課後に行っている。 

 次に、大人の居場所づくりについてです。地域の方を中心にコミュニティスペースや

キッチンを有償で貸し出し、サロンやカフェの実施などをされている。 

 次に、移送サービスについてです。町の助成金を活用し、移送サービスの試験運行を

実施をしている。車を持っていない高齢者の方を自宅から近隣のスーパーまで送迎する

もので、隔週木曜日に実施をしており、利用者から好評を頂いているということであり

ました。 

 地域の資源を生かした地域商社事業についてです。２０２３年５月から大滝神社のご

朱印やお守り、絵馬、地域の特産物などを販売する自動販売機の活動を始めた。空き家、

空き地活用、施設管理、運営事業についてです。弁当を製造している旧営林署の建物を

改修し、カフェやサロンを実施し、大学生にも参加してもらい、今後も活動拠点整備を

行っていく。 

 次に、情報発信についてです。インスタグラムなどで、おおたき給食弁当やおおたき

ものづくり・ラボの様子、給食弁当販売のお知らせをしている。ホームページで事業内

容について紹介をしている。 

 以上の説明を受け、質疑を行いました。 

 以下、質疑の主なものを申し上げます。 

 移送サービスに関しての質疑に対し、移送サービスの利用料はなく、ガソリン代を頂

いている。運転手は２種免許は必要はなく、安全講習を受講し、受講証をもらって運転

をしているとの答弁がありました。 

 給食弁当の配達についての質疑に対し、当初、独り暮らしのお年寄りを対象にチラシ

を配布し計画したが、利用者が少ない状況で、その理由としては、なかなか自分１人だ

けのために弁当の配達をしていただくのは申し訳ないと思われているのが現状です。届

けられていない方にどのように届けるかは検討中で、各集落の方や民生委員や社協さん

と連携をして、必要とされている方の声を聞きながら、どうしていけばいいかを考えて
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いきたいとの答弁がありました。 

 地域おこし協力隊の退任後の事業継続に関する質疑に対し、今担当している事業に関

して、退任後の事業の運営については、まだ話合いは行われていません。もし新たな地

域おこし協力隊募集に応募してもらえたら、その方に引き継ごうと思っています。任期

終了後、どのように関わっていけるかは今考えているところですとの答弁がありました。 

 企画課より、今年度も新たな協力隊の募集は１名予算化をしている。ＮＰＯ法人大滝

里づくりネットワークの中心となっていただいている県立大学の鵜飼教授からも空き家

対策などの協力を得ている。地域商社については、酒蔵の事業の立ち上げに向けて準備

中であるとの答弁がありました。 

 地域おこし協力隊の活動費等に関する質疑に対し、子どもの居場所に関して、１年目

は県補助金、２年目以降はこどもゆめ基金からで、そこに地域おこし協力隊の活動費を

加えて活動をしている。改修工事の費用は１年目、２年目の環境省からの補助金で進め

てきました。３年目となる今年度は、子どもの居場所づくりに関しては、こどもゆめ基

金から活動費を頂いていますが、そのほかについては協力隊の活動費の方で賄っている

との答弁がありました。 

 地域おこし協力隊の任期終了後の定住についての質疑に対し、企画課より３年で結果

を出して定着することは難しいので、国では４年目以降の活動を支える支援のための補

助金などがあります。雇用形態も変わってくるようですが、そのようなものが新設され

るようなことも聞いているので、県に問合せをして、多賀町でも受け入れられるか検討

しています。毎週１回、鵜飼教授と協力隊の方とミーティングをしており、多賀町とし

てどのような支援ができるかを考え、寄り添った形で活動を支えられるよう検討したい

と思いますとの答弁がありました。 

 以上で閉会中における産業建設常任委員会の報告を終わります。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

 ４番、近藤議員。 

○４番（近藤勇君） 今、説明を頂いた中で、２点ほど教えていただきたいんですけれど

も、公園のトイレ、シルバーさんに委託しているので５時にトイレを施錠するという話

ですけれども、昨日も見ていますと、街灯８時までついてあるんですけれども、中央公

民館は閉館でした。その方は、トイレどうして使われるのかなというようなあれがあり

ましたので、今、委員長のあれではないんですけれども、担当課の状態をお聞かせいた

だきたい。 

 それともう１点は、移送サービスということで、移送サービスが充実しているという

話でしたけれども、いろんな話がありますので、また拡充をお願いをしていただけるよ

うな取組をお願いしたいなというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（菅森照雄君） ８番、山口久男産業建設常任委員長。 
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○産業建設常任委員長（山口久男君） ２点、質問がありました。 

 （仮称）結いの森公園のトイレの関係で、５時に施錠するという答弁がありましたの

で、私はそのように書きましたけれども、その点について、そのように答弁がありまし

たので、そのように報告いたしました。 

 以上です。 

○議長（菅森照雄君） これで質疑を終わります。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第７ 「諮問第５６号 人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについて」、日程第８ 「諮問第５７号 人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについて」、日程第９ 「諮問第５８号 人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについて」は、いずれも人権擁護委員の推薦についてでありますので、一括議

題といたします。 

 ３案について、提案者の説明を求めます。 

 久保町長。 

〔町長 久保久良君 登壇〕 

○町長（久保久良君） 「諮問第５６号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに

ついて」、ご説明申し上げます。 

 初めに、人権擁護委員は、人権擁護委員法第６条第１項の規定に基づき、法務大臣が

委嘱することとされており、その委嘱に当たっては、当該市町村において選挙権を有す

る住民で、人格識見が高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のある者の

中から議会の意見を聞き、町長が推薦することとなっております。本案の推薦でござい

ますが、現在、人権擁護委員としてご尽力いただいております藤澤道子氏の任期が令和

５年１２月３１日をもって満了となります。これまでの同氏の人権擁護、人権推進に関

する業績は高く評価されるもので、引き続き適任者と考えますので、同法第６条第３項

の規定により議会のご意見を賜りますようよろしくお願い申し上げます。任期は令和７

年１月１日より３年となります。 

 次に、「諮問第５７号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」、ご説

明申し上げます。 

 現在、人権擁護委員としてご尽力いただいております多賀節子氏の任期が令和６年１

２月３１日をもって満了することとなります。多賀氏におかれましても、引き続き適任

者と考えますので、議会のご意見を賜りますようよろしくお願い申し上げます。同じく、

任期は令和７年１月１日より３年となります。 

 「諮問第５８号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」、ご説明申

し上げます。 

 現在、人権擁護委員としてご尽力いただいております桂富江氏の任期が令和６年１２

月３１日をもって満了となります。桂氏におかれましても、引き続き適任者と考えます
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ので、議会のご意見を賜りますようよろしくお願い申し上げます。同じく、任期は令和

７年１月１日より３年となります。 

 以上でございます。 

○議長（菅森照雄君） これより３案について質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより「諮問第５６号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」の

討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「諮問第５６号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」は、適任と

することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、諮問第５６号は適任とすることに

決定しました。 

 次に、「諮問第５７号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」の討

論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「諮問第５７号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」は、適任と

することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、諮問第５７号は適任とすることに

決定しました。 

 次に、「諮問第５８号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」の討

論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「諮問第５８号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」は、適任と

することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、諮問第５８号は適任とすることに

決定しました。 
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○議長（菅森照雄君） 日程第１０ 「同意第５９号 多賀町教育委員会委員の任命につ

き同意を求めることについて」を議題とします。 

 本案について、提案者の説明を求めます。 

 久保町長。 

〔町長 久保久良君 登壇〕 

○町長（久保久良君） 「同意第５９号 多賀町教育委員会委員の任命につき同意を求め

ることについて」、ご説明申し上げます。 

 令和２年１０月１日から教育委員としてご尽力いただいております小財憲司氏は、本

年９月３０日をもって任期が満了となります。同氏は高潔で地方自治の本旨に理解があ

り、現在弁護士としてご活躍されております。法に関する専門的な知識をもって、中学

校、高等学校での法教育に関する講演や事業を行うなど、学校教育に尽力されており、

当町の就学前教育をはじめとした学校教育、社会教育に対して、専門的な立場から適切

な指導、助言を行っていただいております。今後も法律分野における豊富な知識と経験

を生かし、大所高所から引き続き適切な助言や提言を頂けるものと思っております。 

 以上のことから、小財憲司氏を教育委員として適任者と考えますので、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定に基づきご提案申し上げ、同意を賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第５９号 多賀町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、同意第５９号は同意することに決

定しました。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第１１ 「報告第６０号 令和５年度多賀町の財政の健全化

判断比率および資金不足比率の報告について」を議題とします。 

 本案について、提案者の説明を求めます。 

 本多総務課長。 

〔総務課長 本多正浩君 登壇〕 
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○総務課長（本多正浩君） 「報告第６０号 令和５年度多賀町の財政の健全化判断比率

および資金不足比率の報告について」、ご説明申し上げます。 

 議案書５ページをお願いいたします。 

 本件につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、毎年、決

算ごとに算定し、監査委員の審査に付した上、議会に報告し公表しなければならないと

されております。去る８月２２日、監査委員の審査に付しましたところ、その審査が終

了し、意見書が提出されましたので、議会に報告をするものでございます。 

 まず、（１）実質赤字比率、連結実質赤字比率につきましては、多賀町における一般

会計、特別会計、全ての会計におきまして収支が黒字となっておりますので、赤字比率

はなく、数値には表れておりません。 

 次に、実質公債費比率でございますが、前年度から０.３ポイント減少し６.８％とな

りました。数値につきましては、早期健全化基準の２５％を下回っておりますので、健

全財政の範囲内となっております。 

 次に、将来負担比率につきましては１７.５％と前年度より１４.１ポイント減少しま

した。これは令和５年度は久徳うぐいすこども園の整備に当たり、財政調整基金８,７

８０万円を取り崩しましたが、社会福祉基金に１億円、公共施設等維持管理基金に２億

６,０００万円積み立てるなど、基金残高が増加したことにより数値が改善した形にな

ります。数値につきましては、早期健全化基準３５０％を下回る水準となっております

ので、健全財政の範囲内となっております。 

 次に、（２）資金不足比率につきましては、水道、下水道、農業集落排水事業、いず

れの会計におきましても資金不足額がなく、数値には表れておりません。 

 令和５年度の決算による算定におきましては、健全財政を維持できており、今後にお

きましても、当財政指標の数値に留意しつつ健全財政を堅持してまいりたいと考えてお

ります。 

 以上、報告に代えさせていただきます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 「報告第６０号 令和５年度多賀町の財政の健全化判断比率および資金不足比率の報

告について」の報告を終わります。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第１２ 「議案第６１号 多賀町国民健康保険条例の一部を

改正する条例について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 小菅税務住民課長。 

〔税務住民課長 小菅俊二君 登壇〕 
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○税務住民課長（小菅俊二君） 「議案第６１号 多賀町国民健康保険条例の一部を改正

する条例について」、ご説明いたします。 

 本条例は令和５年に公布されました番号法等一部改正法（令和５年法律第４８号）の

施行により、令和６年１２月２日から被保険者証が廃止されることに伴い、関係根拠法

令が改正されることとなったことから、本条例についても所要の改正を行うものでござ

います。 

 議案書の６ページをお願いいたします。 

 第１５条中、「第９項」を「第５項」に改めることについては、根拠法令、国民健康

保険法第９条全体が改正される中での項の移動および被保険者が資格を喪失した時の被

保険者証等の返還に関する部分を削ることによるものでございます。 

 また、「もしくは虚偽の届出をした場合または同条第３項もしくは第４項の規定によ

り被保険者証の返還を求められてこれに応じない場合」を「または虚偽の届出をした場

合」に改めることについては、根拠法令、国民健康保険法第９条全体が改正される中で、

保険料を滞納している世帯主に対して被保険者証の返還を求める部分を削ることによる

ものでございます。 

 なお、証の返還については、資格確認書も被保険者証と同様に返還を求めないとする

ものであり、過料の規定については準則どおり、近隣市町も同様の内容とされておりま

す。 

 付則につきましては、令和６年１２月１日から施行し、経過措置を規定しているもの

でございます。 

 多賀町国民健康保険条例の一部を改正する条例についての説明は以上でございます。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「議案第６１号 多賀町国民健康保険条例の一部を改正する条例について」は、原案

のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、議案第６１号は原案のとおり可決

されました。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第１３ 「議案第６２号 多賀町使用料および加入金の徴収
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に関する条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 藤本企画課長。 

〔企画課長 藤本一之君 登壇〕 

○企画課長（藤本一之君） 「議案第６２号 多賀町使用料および加入金の徴収に関する

条例の一部を改正する条例について」、ご説明を申し上げます。 

 議案書８ページをお願いいたします。 

 今回お願いいたします条例の一部改正は、令和６年７月２７日付の結いの森公園供用

開始に伴い、多賀町都市公園条例第１０条の規定による使用料を定める必要があること、

ならびに多賀公園のグラウンド部分について使用料の定めがなかったため改正をお願い

するもので、多賀町使用料および加入金の徴収に関する条例第９条では、見出しとして

「（都市公園の使用料）」の追加ならびに、「四手公園および多賀公園」を「都市公園」

と標示を改めるとともに、別表第７を議案書記載のとおり改めるものでございます。 

 付則では、この条例は公布の日から施行するものと規定しております。 

 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「議案第６２号 多賀町使用料および加入金の徴収に関する条例の一部を改正する条

例について」は、原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、議案第６２号は原案のとおり可決

されました。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第１４ 「議案第６３号 令和６年度多賀町一般会計補正予

算（第３号）について」を議題といたします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 本多総務課長。 

〔総務課長 本多正浩君 登壇〕 

○総務課長（本多正浩君） 「議案第６３号 令和６年度多賀町一般会計補正予算（第３

号）について」、ご説明申し上げます。 
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 議案書１１ページをお願いいたします。 

 今回お願いいたします補正予算は、新たな行政需要に対応するとともに各所管におけ

る事業の進捗を踏まえ予算を調整したもので、第１条に記載のとおり既定の歳入歳出予

算の総額にそれぞれ９,８６４万４,０００円を追加し、歳入歳出５８億１,２５５万４,

０００円とするものです。 

 第２条の債務負担行為の補正につきましては、１５ページのとおり、アケボノゾウ化

石多賀標本保存活用計画策定業務について、令和６年度単年度での作成が難しく、令和

７年度までの２か年での委託を行いたく、２年間で５０６万円の範囲での設定をお願い

するものです。 

 次に、第３条の地方債の補正につきましては、１６ページのとおり多賀小学校の校舎

増築事業については１,７５０万円を増額し７,６５０万円に、南後谷の急傾斜地崩壊対

策事業を１,５００万円追加し１,９５０万円にそれぞれ限度額の増額をお願いし、臨時

財政対策債につきましては額の確定により１２５万７,０００円減額し、限度額を１,３

７４万３,０００円とし、それぞれ借入限度額の変更をするものでございます。 

 それでは、補正内容につきまして、１９ページ歳入からご説明いたします。主なもの

についてご説明させていただきます。 

 ５款町税では、固定資産税、償却資産税で企業による増資が好調であり、当初予算の

見込みを上回る申告があり５,３５７万５,０００円を追加するものでございます。 

 ２３款地方特例交付金では、国の政策によって生じた町税の減収補てんをするもので、

今年度、定額減税を実施するに当たって交付額が増加し、２,２６５万９,０００円を追

加するものでございます。 

 ２５款地方交付税は、本年度の普通交付税が確定し、１１億９,６６９万１,０００円

の交付となったことから、当初予算との差額５,３３０万９,０００円を減額するもので

す。先ほど申し上げました固定資産税について、当初予算より収入額が増加したことが

大きな要因でございます。 

 次に、５０款国庫支出金では、児童手当制度の改正に伴う追加および多賀小学校の増

築に係る国庫金の調整、地方創生臨時交付金として、定額減税給付金事業分を受け入れ

るもので、総額４,０７７万１,０００円の追加計上でございます。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 ５５款の県支出金は、来年度の国スポ・障スポに向け、多賀町としてデモンストレー

ション競技モルックを推進していくための補助金を含め、合計６９万円を追加計上する

ものです。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 ８０款雑入では、消防団員の退職報償に伴う受入れで、共済基金より３０１万５,０

００円の受入れ、８５款町債では、第３表でご説明しましたとおり、合計３,１２４万

３,０００円を追加するものでございます。 
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 次に、歳出でございます。 

 ２２ページをお願いします。 

 １０款総務費では、国の施策として実施する定額減税給付金事業として、必要経費２,

０１１万３,０００円の追加をお願いするものでございます。 

 次に、１５款民生費でございますが、児童手当では、高校生世代までの制度拡充によ

る追加で２,６０１万円の追加、保育所費、こども園費では、保護者ニーズ、また安全

に子どもたちを保育できるよう、早朝、延長保育に係る保育補助業務委託料の追加、ま

た、私立なつめ保育園に対する食糧物価高騰対策補助金など保育所関係で１８９万６,

０００円を追加し、合わせて２,８８０万８,０００円の追加をお願いするものです。 

 ２０款衛生費では、秋の粗大ごみ処理費用として９５０万円の追加、樋田、大杉地区

の２か所における合併処理浄化槽の設置補助として２００万円、合わせて１,１５０万

円の追加をお願いするものでございます。 

 ２３ページ、２５款農林水産業費では、そば作付面積の増加に伴う交付金の追加で２

５万円、高取山ふれあい公園の施設改修費や林道の維持補修費で１９１万７,０００円

の追加、合わせて２１６万７,０００円の追加をお願いするものです。 

 ２４ページ、３０款商工費では、多賀大社周辺の観光客誘導のための観光看板設置費

用９万３,０００円を追加するものでございます。 

 ３５款土木費では、町道小森池線や町道四手多賀北線の補修工事費、また町内通学路

の安全対策工事、また南後谷地区の急傾斜地崩壊対策工事として１,５００万円、合計

２,１８０万円の追加をお願いするものでございます。 

 ４０款消防費では、消防団員の退職報償金５名分３０１万５,０００円の追加をお願

いするものです。 

 ４５款教育費では、令和７年度の多賀小学校の教室数の増加、また児童数増加に伴う

各備品、教材費や多賀小学校のトイレ洋式化に向けた設計費等で９９７万４,０００円、

多賀中学校の体育館放送設備更新費で４８万７,０００円、保健体育費では、国スポ・

障スポに向けたモルック推進費用で４８万円、文化財保護費では、開発行為に伴う文化

財調査補助員の費用２０万７,０００円等、教育費合わせて１,１１４万８,０００円の

追加をお願いするものです。 

 以上、提案説明とさせていただきますので、ご審議賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第６３号については、議長を除く９人の委員で構成する予算特別

委員会を設置し、これに付託して審査したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６３号は、９人の委員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付

託して審査することに決定しました。 

 お諮りします。ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任については、委

員会条例第７条第４項の規定により、お手元の名簿のとおり指名したいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、予算特別委員会の委員はお手元の名簿のとおりに選任することに決定しまし

た。 

 暫時休憩します。 

 この間に、予算特別委員会において、委員会条例第８条第２項の規定により、委員長

および副委員長の互選をお願いいたします。なお、その結果を議長まで報告願います。 

 再開は議場の時計で１０時５５分とします。 

（午前１０時４３分 休憩） 

                                        

（午前１０時５４分 再開） 

○議長（菅森照雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 ただいま、予算特別委員会の委員長および副委員長の報告がありましたので、発表い

たします。 

 委員長に４番、近藤勇議員、副委員長に８番、山口久男議員が選出されました。 

 なお、予算特別委員会は、別紙の日程表により審査いただき、その経過と結果を議長

まで報告願います。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第１５ 「議案第６４号 令和６年度多賀町国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）について」を議題といたします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 小菅税務住民課長。 

〔税務住民課長 小菅俊二君 登壇〕 

○税務住民課長（小菅俊二君） 「議案第６４号 令和６年度多賀町国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）」につきまして、ご説明申し上げます。 

 議案書の２７ページをお願いいたします。 

 今回お願いします補正は、国民健康保険産前産後保険料免除制度の創設に伴う国保情

報データベースシステム改修に係る負担金、令和５年度保険給付費の額および特別調整

交付金分の額が確定し、その精算として滋賀県に返還するため、補正するものでござい

ます。第１条に記載のとおり、既定の歳入歳出の予算の総額に歳入歳出それぞれ７６４
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万５,０００円を追加し、歳入歳出それぞれ９億７,０６０万６,０００円とするもので

ございます。 

 議案書の３２ページをお願いします。 

 歳入につきまして、事項別明細書でご説明申し上げます。 

 ２５款５項１０目の保険給付費等交付金は、特別調整交付金分として、国保産前産後

保険料免除制度の創設に伴う国保情報データベースシステム改修費用１９万８,０００

円を受け入れるものです。 

 ４５款５項１０目のその他繰越金は、令和５年度特別調整交付金分の額が確定し、そ

の精算として滋賀県に返還するため、１５０万円を計上するものでございます。 

 ５０款１５項５目の雑入は、令和５年度保険給付費の額が確定し、その精算として滋

賀県に返還するため、国保連合会から多賀町に対し、既に返還されている保険給付費等

返還金を財源として５９４万７,０００円を計上するものでございます。 

 議案書の３３ページをお願いします。 

 歳出についてご説明申し上げます。 

 ５款５項５目の一般管理費は、国保前産後保険料免除制度の創設に伴う国保情報デー

タベースシステム改修負担金として１９万８,０００円の補正をお願いするものでござ

います。 

 ３５款５項５目の償還金は、令和５年度保険給付費の額および特別調整交付金分の額

が確定し、その精算として滋賀県に返還するため、保険給付費等交付金返還金５９４万

７,０００円と特別調整交付金分返還金１５０万円の計７４４万７,０００円の補正をお

願いするものでございます。 

 令和６年度多賀町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）についての説明は以上で

ございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「議案第６４号 令和６年度多賀町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につい

て」は、原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、議案第６４号は原案のとおり可決

されました。 
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○議長（菅森照雄君） 日程第１６ 「議案第６５号 令和６年度多賀町介護保険事業特

別会計補正予算（第２号）について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 林福祉保健課長。 

〔福祉保健課長 林優子君 登壇〕 

○福祉保健課長（林優子君） 「議案第６５号 令和６年度多賀町介護保険事業特別会計

補正予算（第２号）について」、ご説明申し上げます。 

 議案書の３５ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、第１条のとおり、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６６

８万４,０００円を追加し、歳入歳出それぞれ８億６,７８３万６,０００円とするもの

でございます。今回の補正の内容は、令和５年度介護給付費等の収支確定による過年度

返還金について補正をお願いするものでございます。 

 それでは、事項別明細書により、議案書４０ページ、歳入からご説明をさせていただ

きます。 

 ４５款繰越金につきまして、介護保険特別会計事業の収支の確定により、国や県など

への返還金として、前年度繰越金より６６８万４,０００円を財源充当するため、受け

入れるものでございます。 

 続きまして、歳出の説明に移らせていただきます。 

 ２５款諸支出金１０項５目償還金につきましては、令和５年度介護給付費等の収支確

定に伴い、前年度の超過受入れ分を精算し、国庫支出金２５５万８,０００円、県支出

金３８５万４,０００円、支払基金に２７万２,０００円、合わせて６６８万４,０００

円を返還金として支出するものでございます。 

 以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議いただきますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「議案第６５号 令和６年度多賀町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）につい

て」は、原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、議案第６５号は原案のとおり可決

されました。 
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○議長（菅森照雄君） 日程第１７ 「議案第６６号 令和６年度多賀町水道事業会計補

正予算（第１号）について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 飯尾地域整備課長。 

〔地域整備課長 飯尾俊一君 登壇〕 

○地域整備課長（飯尾俊一君） 「議案第６６号 令和６年度多賀町水道事業会計補正予

算（第１号）について」、ご説明申し上げます。 

 議案書４３ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、今年度の人事異動に伴う人件費の補正をお願いするものです。 

 第２条記載の収益的支出の補正につきましては、第１款第１項営業費用を１,０７６

万３,０００円増額し、収益的支出総額を３億２,３３３万３,０００円といたします。 

 それでは、補正予算説明書にてご説明申し上げます。議案書の４５ページをお願いし

ます。 

 収益的支出では、第１款１項４目総係費において、今年度の人事異動により職員が２

名から３名と人員増となり、人件費の予算が不足するため、給与、手当、賞与、引当金

繰入額、法定福利費等が増額となりましたので、当初予算に対しまして１,０７６万３,

０００円の増額とするものです。 

 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「議案第６６号 令和６年度多賀町水道事業会計補正予算（第１号）について」は、

原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、議案第６６号は原案のとおり可決

されました。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第１８ 「議案第６７号 令和６年度多賀町下水道事業会計

補正予算（第１号）について」を議題といたします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 
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 飯尾地域整備課長。 

〔地域整備課長 飯尾俊一君 登壇〕 

○地域整備課長（飯尾俊一君） 「議案第６７号 令和６年度多賀町下水道事業会計補正

予算（第１号）について」のご説明を申し上げます。 

 議案書の４７ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、佐目地区農業集落排水処理施設に係る農山漁村地域整備交付金におい

て、当初予算額以上の内示が決定されたことに伴う補正をお願いするものでございます。 

 第２条記載の資本的収入及び支出の補正につきまして、収入の第１款３項補助金では、

１８０万円増の２,０６０万９,０００円とするもので、資本的収入総額を１億４,５６

９万９,０００円といたします。 

 支出の第１款１項建設改良費では、３００万円増の６,１９７万８,０００円とするも

ので、資本的支出総額を３億１,０４１万６,０００円といたします。 

 それでは、補正予算説明書にてご説明申し上げます。 

 議案書４９ページをお願いします。 

 資本的収入では、第１款３項１目補助金において、農山漁村地域整備交付金の増額分

３００万円の６割相当額となる１８０万円を増額し、２,０６０万９,０００円とするも

のです。 

 議案書５０ページをお願いいたします。 

 資本的支出では、第１款１項２目処理場整備事業費において、処理施設維持補修工事

に係る工事請負費として、当初予算額５００万円に対し、佐目分内示割当額８００万円

を差し引いた不足額の３００万円を増額し、１,３６１万円とするものです。 

 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「議案第６７号 令和６年度多賀町下水道事業会計補正予算（第１号）について」は、

原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、議案第６７号は原案のとおり可決

されました。 
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○議長（菅森照雄君） 日程第１９ 「認定第６８号 令和５年度多賀町一般会計歳入歳

出決算の認定について」から日程第２８ 「認定第７７号 令和５年度多賀町農業集落

排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について」までの１０の認定案を一括議題としま

す。 

 まず初めに、代表監査委員寺西久和氏より決算審査の結果の報告を求めます。 

 寺西監査委員。 

〔監査委員 寺西久和君 登壇〕 

○監査委員（寺西久和君） 令和５年度一般会計および水道事業、下水道事業を除く特別

会計歳入歳出の決算を審査しました結果について、ご報告申し上げます。 

 ８月７日、８日および９日の３日間にわたり、川岸監査委員とともに、地方自治法第

２３３条第２項の規定により審査に付された令和５年度一般会計、各特別会計の歳入歳

出決算について監査を実施しました。 

 令和５年度の各会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書、財産

に関する調書および各基金の運用状況を示す書類について、関係法令に準拠して作成さ

れているかどうかを確かめ、これらの計数の正確性を検証するため、関係諸帳簿その他

証拠書類と照合等、通常実施すべき審査手続を実施するとともに、定期監査および例月

現金出納検査等の結果ならびに主要施策の成果に関する調書を参考にしながら、審査を

実施しました。 

 審査の結果、各会計調書は関係法令に準拠して作成されており、その計数等に誤りは

ないものと認められ、予算の執行および関連する事務の処理は適正に行われていました。 

 なお、審査結果につきましては、町長宛決算審査意見書を提出しております。 

 一般会計の決算収支における実質収支額は２億７,１１７万円の黒字決算となりまし

た。 

 歳入につきましては、総予算額に対する収入率は９９.６％、調定額に対する収入率

は９９.８％となり、財源確保に努力され、町税収等の収納率は県下で高位にあります。

しかし、収入未済額が１,５３７万円あり、昨年度より約４４１万円増額しており、税

負担の公平性の観点から、収納率の向上、収入未済額の減少に、より一層積極的な取組

に努められることを願うものであります。 

 歳出につきましては、総予算に対し９４.７％の執行率となっております。財源確保

と経常経費の節減に努められ事務事業を執行されていますが、一部の事業においては大

きな不用額があり、精査の上、予算の適正額の確保と適時的確な見直しにより、不用額

の縮減を望むところであります。 

 財政構造につきまして分析しますと、歳入の構造として、町民税、ふるさと納税、繰

越金が増加し、繰入金、国庫支出金が減少したことにより、自主財源は５１％と昨年度

に比べ３.９ポイントの増加となったところであります。歳出の構成として、消費的行

政経費は、主なものとして、人件費の退職者補充による正規職員の増、人事院勧告によ
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る給料、手当等の増加、物件費のふるさと納税事業の増加により、前年度より１億７,

４０４万円の増額となっております。 

 投資的経費は、主なものとして、普通建設事業費のうちの認定こども園整備事業費の

増加により、前年度より９,４３６万円増額となっております。 

 次に、財務分析による指標を見てみますと、財政経営の財政力を示した財政力指数は

０.５５％と、前年度より０.０４ポイント低くなりました。 

 財政構造の弾力性を示す経常収支比率は、前年度より１.２ポイント低くなり、８２.

１％となりましたが、依然として財政が硬直化しております。 

 地方債残高は、一般会計および農業集落排水事業特別会計を合わせ、前年度より６,

４２８万円減少し５３億６,９６５万円となりました。地方債現在高比率は、前年度よ

り５.２ポイント低くなり１４８.５となりましたが、依然として厳しい状況にあること

から、慎重かつ適正な対応を望むものであります。 

 続いて、８月２２日に、同じく川岸監査委員とともに、地方公共団体の財政の健全化

に関する法律第３条第１項の規定に基づき審査に付された令和５年度財政健全化の審査

および同法第２２条第１項の規定に基づき審査に付された経営健全化の審査を行いまし

た。 

 審査の結果、健全化判断比率および資金不足比率ならびにその算定の基礎となる事項

を記載した書類は、いずれも適正に算定されているものと認められました。 

 健全化判断比率については、実質赤字比率および連結実質赤字比率とも、それぞれ赤

字額は発生せず、該当なしとなりました。実質公債費比率は、早期健全化基準の２５％

に対し６.８％であり、また将来負担比率は早期健全化基準の３５０％に対して１７.

５％であり、良好な状態にあると認められました。 

 また、資金不足比率については、実質的な資金不足比率は算定されなく、良好な状態

にあると認められました。 

 基金の運用状況を示す書類の計数は、関係書類と照合しましたところ、運用状況は妥

当であると認められました。 

 積立基金につきましては、目的に沿った使途に応じて、主なものとして財政調整基金

８,７８０万円、まちづくり基金８,５５９万円、社会福祉基金１,９１６万円を取り崩

して、一方、主なものとして公共施設等維持管理基金２億６,２７４万円、まちづくり

基金１億３,５３１万円、社会福祉基金１億円、減災基金１,６７８万円を積み立てられ

ております。積立基金合計は前年度より３億２,２５７万円増加し１９億４,０４１万円

となり、積立基金現在高比率は前年度より７.８ポイント減少し６６.１％となりました

が、今後も総合的かつ計画的な財政運営に努められますことを望むところであります。 

 特別会計における決算収支の実質収支額は８,５７５万円の黒字となっております。

積立金残高は前年度より２３５万円増加し４億７,５４４万円、地方債残高は前年度に

比べ１,５２８万円減少し２億９,６２７万円となっております。この中で、国民健康保
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険、介護保険事業および後期高齢者医療事業会計は、歳入歳出とも、特別会計全体の約

９６％を占めております。 

 いずれも県内において高い収納率で、収納事務に対する努力がうかがえます。しかし、

収入未済額が国民健康保険においては前年度より４２８万円と増額しましたので、公平

な医療と公平な税負担から、適正な対応による収入未済額の減少により一層努められる

ことを望みます。 

 また、県内高位の高齢化率であり、今後も特定検診受診率および保健指導の向上、健

康づくりの取組、医療費の削減に、積極的な介護予防事業の充実に一層進めていただき

ますよう望みます。 

 財産の状況につきましては、公会計制度による町有財産台帳の更新を図り、資産の着

実な把握と管理を行うとともに、多賀町公共施設等総合管理計画、学校施設等長寿命化

により、将来にわたり総合的かつ計画的な管理の推進と日常の維持管理に、基金の積立

等、必要な財源の確保に努められますよう望むものであります。 

 第６次多賀町総合計画および多賀町行政改革大綱につきましては、一部評価を下回る

もおおむね成果を上げており、次年度以降も推進、達成に向けて着実に遂行されること

を期待します。 

 最後に、地方自治法、条例、規則等に基づいて、日々の適正な事務執行とチェック体

制の確立を求めるとともに、引き続き財政運営の効率化、健全化を図られ、住民福祉の

向上により一層のご努力を願うものであります。以上で決算審査の報告を終わります。 

○議長（菅森照雄君） 続いて、「認定第６８号 令和５年度多賀町一般会計歳入歳出決

算の認定について」のうち、歳入全般の説明を求めます。 

 岡田会計管理者。 

〔会計管理者 岡田伊久人君 登壇〕 

○会計管理者（岡田伊久人君） 「認定第６８号 令和５年度多賀町一般会計歳入歳出決

算の認定について」、ご説明申し上げます。 

 調製をいたしました決算の中から、各款、または項ごとの主な内容、前年度決算との

比較などについてご説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、１ページをご覧ください。 

 令和５年度一般会計予算総額は６５億４,２７２万４,０００円で、歳入決算額は６５

億１,５２７万７,７９１円となり、前年度と比較して１億２,９８１万円の増、歳出決

算額は６１億９,５７２万５７２円となり、前年度より５億１,９２４万円の増となりま

した。歳入歳出差引残額は３億１,９５５万７,２１９円で、繰越財源４,８３８万８,０

００円を引き、実質収支額は２億７,１１６万９,２１９円となりました。 

 令和５年度は、コロナ過から生活様式が変化する中で、賃上げや景気回復傾向にあり

ましたが、物価が高騰し、生活に大きく影響した１年でした。令和５年度におきまして

は、第６次多賀町総合計画に基づく実施計画や各事業計画に基づき施策を進めてまいり



－３０－ 

ました。 

 それでは、事項別明細書によりご説明申し上げます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 ５款町税の収入済額は１８億９３０万１,０００円で、前年度比１,２９５万円、０.

７％の増収となりました。不能欠損額は３６万４,０００円、収入未済額は１,４９１万

９,０００円で、収納率は９９.１６％でした。 

 町民税で、個人町民税は給与所得の増加により増となりましたが、法人町民税は、原

材料の高騰の影響もあり、法人税割が５３１万円の減となり、町民税全体で７６６万１,

０００円減の６億２,７６５万２,０００円となりました。 

 固定資産税は、償却資産は減少したものの、工場の増築や新築住宅の建設により、前

年度より１,９７２万１,０００円増の１０億８,６６１万７,０００円となっております。 

 軽自動車税は、新税率の台数の増加、たばこ税は売上本数が増えたことにより増収と

なりました。 

 ９ページ、１２款地方消費税交付金から１０ページの２２款法人事業税交付金までの

県税交付金は２億５,１５５万６,０００円で、前年度より２,１０９万８,０００円の減

となったところです。 

 ２３款地方特例交付金では、個人住民税の減収補填特例交付金で１,１８１万１,００

０円を収入しました。 

 ２５款地方交付税は１５億７,８３８万８,０００円で、普通交付税は１２億８,２７

２万９,０００円で５００万円の増加、特別交付税は２億９,５６５万９,０００円で１,

５４９万円の増加となりました。 

 １１ページの４０款分担金及び負担金と１２ページ、４５款使用料及び手数料は、ほ

ぼ前年並みとなりました。 

 １３ページの国庫支出金につきましては５億４,７３１万２,０００円で、１億４,３

１０万円減少いたしました。減少は、子育て世帯等臨時特別給付補助金で５,７４３万

円の減、新型コロナ感染症対策関係交付金等で３,０８５万円の減、スマートインター

チェンジ下り線アクセス整備交付金で３,８４４万円の減、スマートインターチェンジ

上り線アクセス整備補助金で２,５６０万円の減などが主な要因でございます。 

 令和５年度は、１５ページ、学校施設環境改善交付金として２,５５５万円、１６ペ

ージの地方創生臨時交付金１億６１８万４,０００円、社会資本整備総合交付金５,２０

７万２,０００円などを受け入れました。 

 県支出金は３億１,９７０万２,０００円で、里山防災整備事業補助金９６９万円やび

わ湖材利用促進事業県補助金４９０万円の皆減、滋賀県知事選挙費４７１万円の皆減等

で減となり、９１９万円の減少となりました。主なものといたしましては、１８ページ

の福祉医療費助成事業補助金で１,６２２万９,０００円、１９ページの農林水産業費県

補助金の産地生産基盤パワーアップ事業補助金３４８万５,０００円、ニホンザル特別
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対策事業補助金６３８万５,０００円、２０ページの急傾斜地崩壊対策事業補助金３,４

６９万円を受け入れました。また、県委託金では、４月９日に執行されました県議会議

員選挙交付金４３１万８,０００円を収入しております。 

 ２１ページの財産収入につきましては、土地売払いの皆減により６７０万円の減とな

りました。 

 ２２ページ、６５款寄付金は、多賀町まちづくり応援寄付金、ふるさと納税で２億７,

１６０万２,０００円を収入し、ポータルサイトの拡充や返礼品を充実したことにより

大きく増え、９,１９５件の寄付を頂きました。 

 ７０款繰入金は１億９,２５５万３,０００円で、２億６,９０３万円減少しました。

久徳うぐいすこども園整備事業に充当するため、財政調整基金から８,７８０万円を、

まちづくり基金から８,５５９万円繰り入れ、社会福祉基金から１,９１６万円を繰り入

れ、小中学生の医療費助成や新入学生の通学助成事業等を実施しました。 

 ８０款諸収入３億１,９６５万３,０００円の主なものは、２５ページで、宝くじの社

会貢献広報事業として実施されるコミュニティ助成事業の３か字分４９０万円を受け入

れたほか、スマートインターチェンジ事業に係るＮＥＸＣＯ中日本の負担金１,０６４

万円、また、２７ページの保育所等の施設型給付費は前年度とほぼ同額の１億７,４１

１万３,０００円となっております。 

 ８５款町債につきましては３億９,１６１万３,０００円で、３,０８１万５,０００円

減少しました。主なものとしまして、多賀小学校改修事業で２,７１０万円、スマート

インターチェンジ整備事業で５,５５０万円、都市公園整備事業で４,０００万円、久徳

うぐいすこども園整備事業で１億８,２２０万円などを発行し、臨時財政対策債は３,３

４１万円を発行しました。 

 自主財源は３３億４,３１０万９,０００円で、歳入全体の５１.３％、依存財源は３

１億７,２１６万９,０００円で４８.７％となりました。 

 以上、歳入決算の説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（菅森照雄君） これより歳入全般についての質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、歳出全般の説明を求めます。 

 岡田会計管理者。 

〔会計管理者 岡田伊久人君 登壇〕 

○会計管理者（岡田伊久人君） 令和５年度多賀町一般会計歳入歳出決算の歳出について

ご説明申し上げます。 

 歳出につきましては、令和５年度はスマートインターチェンジ整備事業、都市公園整

備事業、久徳うぐいすこども園整備事業を引き続き実施したほか、多賀小学校における
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児童増加に伴う普通教室改修工事などを実施しました。また、新型コロナウイルス感染

症関連、物価高騰対応関連では、ワクチン接種事業、住民税非課税世帯臨時特別給付金

事業、物価高騰生活者支援事業、物価高騰対策緊急支援補助金事業などを実施いたしま

した。 

 それでは、事項別明細書にて歳入と同様、各款また項ごとの主な内容、前年度決算に

ついての比較などについてご説明申し上げます。 

 決算書２９ページをお願いいたします。 

 ５款議会費は、支出済額７,０７７万３,０００円で、人件費、旅費等で前年度より２

４０万円増額となりました。 

 ３０ページ、１０款総務費は、７億８,８８２万５,０００円で、前年度より１億３,

０１４万円の増額となりました。 

 ３１ページから３３ページまでの一般管理費では、先ほど歳入でご説明申しましたふ

るさと納税が大きく増加したことに伴う委託料が増額し、特別定額給付費では、住民税

非課税世帯等への給付金事業８,９５１万２,０００円となりました。 

 ３５ページの財産管理費では、施設の維持管理や庁舎の電話交換機更新工事、公用車

の購入を行い、４,００８万９,０００円を支出しました。 

 ３８ページの企画費では４０７万４,０００円を支出し、県市町村共同で入札参加資

格申請共同受付を開始するとともに、電子入札システムにより入札事務の公平性、透明

性の向上に努めました。 

 ３９ページ、集落活動推進費では、歳入でもありましたコミュニティ助成事業で４９

０万円を助成したほか、引き続き自主的な計画に基づく自治活動を支援するため、４０

集落に対し、まちづくり活動支援交付金を１,１６１万２,０００円交付し、集落の活性

化に向け支援を強化いたしたところです。 

 このほか、４２ページから４３ページの電子計算費で、６町行政情報システム共同利

用料４,７７９万５,０００円やビジネスチャットシステムの共同利用に３２万円、電子

申請システム、ＡＩ議事録システムの導入など、自治体ＤＸの推進に向けた取組を行い

ました。 

 ４３ページ、公共交通対策費では、コミュニティバス運行対策として２,５４０万７,

０００円を補助金として支出しました。 

 徴税費では、４６ページの固定資産税の適正課税を図るため、航空写真撮影委託料に

８７４万６,０００円、修正申告等による過年度還付金で６８３万８,０００円を支出し

ました。 

 戸籍住民基本台帳費では、４７ページの住民基本台帳システム改修に２３１万９,０

００円を支出しました。 

 ４８ページ、選挙費は、滋賀県議会議員選挙、多賀町長選挙、議会議員選挙の執行で

１,８７０万３,０００円を支出しました。 
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 次に、５２ページの１５款民生費は２０億９,０３５万円で、前年度比３億２,９０５

万円の増となり、歳出全体の３３.７％と最も多くを占めております。 

 社会福祉費では、５４ページの地域福祉計画策定委託料に２２０万円、物価高騰対策

緊急支援補助金５４６万８,０００円を６事業所に給付を行いました。 

 ５５ページでは、国民健康保険特別会計へ６,３８６万２,０００円、介護保険事業特

別会計へ１億３,０１９万３,０００円を繰り出しております。 

 ５８ページ、５９ページの障害者自立支援費では、障害者総合支援法に基づき、介護

給付費１億４,１５２万７,０００円など自立支援給付のほか、地域生活支援事業を実施

し、負担金等を支出しております。 

 福祉医療助成につきましては、扶助費総額は５,６８１万５,０００円で、前年度より

４２９万６,０００円の増額となりました。小中学生の子育て応援分は１,５８９万円で、

３４８万円の増額となりました。 

 次に、６１ページの児童福祉費では１４億５,２０７万円を支出しました。６２ペー

ジの子育て世帯生活支援特別給付金を５６人に２８０万円、出産・子育て応援交付金を

延べ１９３人に９６５万円の支給を行いました。保育所費および認定こども園費では６

億１,７６０万２,０００円を支出し、子どもたちが安全安心に園生活を送れるよう施設

を維持管理し、第３子以降の給食費の無償化を実施しました。 

 ６９ページの認定こども園建設費では、久徳うぐいすこども園を竣工し、施設、保育

備品の整備や旧園舎の解体、駐車場整備等５億７,１１１万３,０００円を支出しており

ます。 

 次に、７２ページ衛生費につきましては３億９,７３１万円で、４,８４４万５,００

０円の減額となりました。 

 保健事業では、７４ページ、各種検診事業、予防接種事業等の実施に４,１１９万７,

０００円、また、７６ページのコロナワクチン接種対策費では、３,０１０万円減の３,

６００万８,０００円を支出しました。 

 総合福祉保健センター費では、１,３６５万２,０００円を支出し、７９ページ、防火

シャッターの修繕、カーテンの更新工事などを実施いたしました。 

 環境衛生費は２億２９万２,０００円で、前年度より７１４万８,０００円減額となり

ました。 

 ８１ページのごみ収集業務委託料は１２７万円増の５,２０８万７,０００円、また、

燃えないごみと可燃ごみの処理に係る一部事務組合負担金は９９３万９,０００円減の

７,３０８万３,０００円、し尿処理にかかる一部事務組合負担金は２７３万９,０００

円増の５,２０７万５,０００円となっております。 

 上水道費は、起債償還に係る水道事業会計への繰出金が増加し７５万円増の７,５９

７万８,０００円となりました。 

 ８１ページ、２５款農林水産業費は３億１,５２１万７,０００円で、１１４万６,０
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００円増加しました。 

 農業費では、例年の交付金に加え、８５ページの農業従事者を確保するための農業用

機械等導入支援事業に４件で８００万円の補助、生産者団体機械補助に５４９万円交付

するとともに、燃料価格高騰による農業経営への緩和対策として、１２８農家に４７１

万５,０００円を交付しました。 

 ８６ページでは、農業集落排水事業特別会計に５,０８２万９,０００円を繰り出して

おります。 

 ８８ページ、鳥獣害防止対策費では、ニホンザルの個体数調整業務委託料として１８

９万２,０００円を支出するとともに、集落獣害自営組織育成や小規模農地獣害対策補

助等で５４３万８,０００円を交付しました。 

 林業費では１億２,０３２万円となり、８９ページの森林環境学習やまのこ事業を大

滝山林組合に委託し、３６校、１,８４０名の小学４年生の児童を受け入れ、９６２万

８,０００円を支出しました。 

 また、９０ページ、高取ふれあい公園施設維持管理補修工事に５２９万２,０００円、

狩猟費では、有害鳥獣駆除事業に６９２万円増の１,４８５万１,０００円、９１ページ

の森林資源循環利用促進費では、町内の新生児出生のお祝いとして、間伐材を利用した

お食い初めセットの作成をし、新たに木組みの積み木を作成いたしました。地域再生事

業では、地域おこし協力隊を委嘱して、林業事業者との連携を図りました。 

 ９２ページの商工費は４,６３０万円で、前年度比９５４万７,０００円の増額となり

ました。４年ぶりにふるさと楽市の実施、原油高騰対策で、小規模事業者に３６６万円

の支出、住宅リフォーム促進事業補助金に４８件、７２６万６,０００円、ライトアッ

プ事業の実施に３２０万円を支出しました。 

 ９５ページの土木費につきましては５億５,８２８万６,０００円で、１億６,３１２

万６,０００円の減額となりました。 

 ９７ページでは、多賀町内事業者１４社に除雪を委託するとともに、職員除雪や集落

除雪の３体制できめ細かな除雪を図り、除雪委託料に２,８９３万６,０００円を支出し

ました。 

 ９９ページでは、通学路の危険箇所の把握に努め、交通安全対策工事に６５０万５,

０００円を支出したほか、多賀スマートインターチェンジ整備事業では、農地を借り上

げ、建設残土の受入れを行うなど１億２,５９６万円を支出しました。 

 １０１ページの都市再生整備計画費では１億１,６８１万３,０００円となりました。

結いの森公園整備工事に１億１,１６７万９,０００円を支出しました。 

 消防費は１億８,１４０万４,０００円で、彦根市消防へ委託している常備消防費は１

億３,９９０万６,０００円となりました。 

 １０４ページでは、集落の可搬式消防ポンプ整備に１９０万円、災害対策費では、災

害備蓄品で９４万９,０００円を支出し、被災住宅修繕緊急支援事業補助金を３０７万
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３,０００円交付いたしました。 

 １０５ページ、教育費は７億５,８０９万６,０００円で、７８２万８,０００円の増

加となりました。１０８ページからの、小学校費、中学校費ともに、地域と連携を図り、

教育振興と健康増進に努めながら運営を行いました。 

 給食費の第３子以降の無償化を実施したほか、施設面では多賀小学校の渡り廊下等改

修工事、南校舎教室改修工事、放送設備の更新、また大滝小学校ではグラウンド舗装工

事を実施しました。中学校では、体育館躯体柱塗装工事、防犯カメラ増設工事を実施し、

環境整備・安全対策の強化に努めました。 

 １１８ページの社会教育費は３億５３１万円で、はたちの集いや町民のつどい、ささ

ゆりコンサートなど開催しました。保健体育事業では、中学校の部活動の在り方を検討

するとともに、町民モルック大会を開催しました。 

 １２３ページの文化財保護費では、文化庁より認定を受けた多賀町文化財保存活用計

画に基づき社寺等美術工芸品基礎保存調査や普及交流事業を実施し、１２５ページの敏

満寺石仏谷遺跡保存整備事業に４６７万９,０００円、町指定文化財修理等補助金を大

瀧神社、胡宮神社に１,５０５万６,０００円を支出しました。 

 １２６ページの海洋センター費では、体育館のＬＥＤ化、屋根の修繕工事に３,３１

２万７,０００円支出しました。また、スポーツ公園費では、滝の宮スポーツ公園体育

館の自動火災報知設備更新工事に３５２万円支出しました。 

 １２８ページ、あけぼのパーク多賀管理費では、高圧受変電設備修繕、それから電話

交換設備更新、漏電箇所修繕などを実施いたしました。 

 １３３ページの災害復旧費は、林道権現谷線・町道甲頭倉線等の災害復旧事業を行い、

５８０万７,０００円を支出しました。 

 公債費は４億６,８２２万５,０００円で、前年度より３,３２５万５,０００円減少し

ました。平成１５年度発行の臨時財政対策債、社会福祉施設整備事業債、地方道路等整

備事業債などの元金償還終了があり減少しました。 

 諸支出金では５億１,５１２万９,０００円で２億７,３２０万円増加いたしました。

財政調整基金に２９万５,０００円、減債基金に１,６７８万４,０００円、社会福祉基

金に１億円、まちづくり基金に１億３,５３１万２,０００円、公共施設等維持管理基金

に２億６,２７３万７,０００円を積み立てました。 

 予備費からは、３３３万４,０００円を支出しております。 

 最後に、１３６ページからの資料について、ご説明申し上げます。 

 財産に関する調書では、令和５年度中に異動がありましたのは土地で、行政財産、そ

の他の施設のゴミステーション用地、公園用地で１６３㎡増加し、建物の学校では、多

賀幼稚園廃園により減少し、その他施設でうぐいすこども園舎１,５７５㎡増加してお

ります。 

 １３７ページの出資による権利につきましては、多賀町下水道事業会計への出資金と
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して４,６８５万９,０００円の出資分が増額となっております。 

 １３８ページの物品につきましては、３０万円以上の重要物品について年度中の増減

を記載しております。 

 １３９ページの基金につきましては、先ほど諸支出金のところでご説明申し上げたと

おりですが、令和５年度末基金合計は１９億４,０４１万４,１３０円となり、前年度よ

り３億２,２５７万６,０００円増加しました。 

 １４０ページの地方債につきましては、新規発行債は３億９,１６１万３,０００円で、

元金償還額を下回ったため、地方債残高は４,９００万円減少して５０億７,３３７万２,

０００円となりました。 

 以上、一般会計歳出決算のご説明とさせていただきますので、ご審議のほどよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（菅森照雄君） これより歳出全般についての質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。認定第６８号については、議長を除く９人の委員で構成する決算特別

委員会を設置し、これに付託して審査したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、認定第６８号は、９人の委員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付

託して審査することに決定しました。 

 お諮りします。ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委

員会条例第７条第４項の規定により、お手元の名簿のとおり指名したいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、決算特別委員会の委員はお手元の名簿のとおり選任することに決定しました。 

 暫時休憩します。 

 この間に、決算特別委員会において、委員会条例第８条第２項の規定により、委員長

および副委員長の互選をお願いいたします。なお、その結果を議長まで報告願います。 

 再開は議場の時計で１時とします。 

（午前１１時５７分 休憩） 

                                        

（午後 ０時５９分 再開） 

○議長（菅森照雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 ただいま、決算特別委員会の委員長および副委員長の報告がありましたので、発表い

たします。 
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 委員長に８番、山口久男議員、副委員長に４番、近藤勇議員が選出されました。 

 なお、決算特別委員会は、別紙の日程表により審査いただき、その経過と結果を議長

まで報告願います。 

 日程第２０ 「認定第６９号 令和５年度多賀町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について」の説明を求めます。 

 岡田会計管理者。 

〔会計管理者 岡田伊久人君 登壇〕 

○会計管理者（岡田伊久人君） 「認定第６９号 令和５年度多賀町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算の認定について」、ご説明申し上げます。 

 特別会計の決算につきましては、決算書２をご覧ください。 

 １ページをお願いいたします。令和５年度歳入歳出予算総額は８億８,２２０万３,０

００円で、歳入決算額は９億１,７９６万３,６７６円、歳出決算額は８億６,５２５万

１,９００円で、歳入歳出差引残額は５,２７１万１,７７６円となりました。 

 それでは、５ページの事項別明細書の歳入からご説明申し上げます。 

 ５款国民健康保険税は１億３,５５３万２,０００円の歳入となり、収納率は現年度分

で９８.８１％となりました。年間平均世帯数は９４１世帯、年間平均被保険者数は１,

４５２人となり、一人当たりの平均保険税調定額は９万３,８３３円で、前年度より１,

５７５円の増となりました。 

 ２５款県支出金は、普通調整交付金６億６４５万円や県繰入金９４５万８,０００円

を含む６億２,９１２万７,０００円となりました。 

 ４０款繰入金６,３８６万２,０００円は、保険基盤安定繰入金など一般会計からの繰

入金です。 

 以上が歳入の主なものです。 

 続きまして、歳出についてご説明申し上げます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 ５款総務費は２,０４３万７,０００円の支出で、人件費や保険税の徴収業務等の事務

費に係る経費を支出しました。 

 ９ページ、１０款保険給付費は６億６４５万円で、前年度と比較して１,０１４万円

の減額となりましたが、１人当たり医療費は４６万８,７３５円で、前年度より２万１,

６３５円の増となりました。これは１件あたりの医療費が増えたことによるものです。 

 １１ページの２２款国民健康保険事業費納付金は、医療給付費、後期高齢者支援金、

介護納付金等を滋賀県に支払ったもので、２億１,１０８万円支出しました。 

 １２ページ、２６款保健事業費１,５３０万９,０００円は、健診委託料や人間ドック

受診補助等を行いました。また、重症化予防対策として受診勧奨や健康教室、運動教室

などを実施いたしました。 

 １３ページ、３５款諸支出金１,１９７万６,０００円は、前年度分県支出金の返還金
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が主なものでございます。 

 １４ページの財産に関する調書では、国民健康保険財政調整基金は前年度と同様ゼロ

円です。 

 この決算につきましては、８月２１日に開催された多賀町国民健康保険運営協議会で

承認されておりますことを申し添えさせていただきます。 

 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。認定第６９号については、会議規則第３９条第１項の規定により、総

務常任委員会に付託して審査したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、認定第６９号は総務常任委員会に付託することに決定しました。 

 日程第２１ 「認定第７０号 令和５年度多賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」の説明を求めます。 

 岡田会計管理者。 

〔会計管理者 岡田伊久人君 登壇〕 

○会計管理者（岡田伊久人君） 「認定第７０号 令和５年度多賀町介護保険事業特別会

計歳入歳出決算の認定について」、ご説明申し上げます。 

 決算書の１５ページをご覧ください。 

 歳入歳出予算総額は８億８,４８９万５,０００円で、歳入決算額は８億８,８６４万

６,３９０円、歳出決算額は８億７,０４９万７,０３９円で、歳入歳出差引残額は１,８

１４万９,３５１円となりました。 

 それでは、１９ページ、事項別明細書の歳入からご説明申し上げます。 

 ５款介護保険料は１億８,１０５万９,０００円で、令和５年度末の被保険者数は６５

歳以上の第１号被保険者が２,４３８人で、現年度分の収納率は９９.９９％となりまし

た。 

 １５款国庫支出金は、介護給付費国庫負担金や調整交付金等で１億９,６７６万７,０

００円となりました。 

 ２０ページ、２０款支払基金交付金の２億８８２万１,０００円は、おもに４０歳か

ら６４歳までの第２号被保険者２,１９９人からの保険料を社会保険診療報酬支払基金

を通じて収入したものです。 

 ２５款県支出金は先ほどの国庫負担金と同様、介護給付費県負担金等で１億２,３８

２万８,０００円となっております。 

 ２１ページ、３０款繰入金１億３,０１９万３,０００円は、介護給付費や事務費など
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一般会計から繰り入れたものです。 

 歳入についての主なものは以上でございます。 

 続きまして、歳出についてご説明申し上げます。 

 ２３ページをお願いいたします。５款総務費では、主に人件費と事業計画改定業務委

託料など１,４８７万４,０００円を支出しました。 

 ２５ページ、１０款介護給付費は、歳出全体の９割近くを占める７億７,３８２万１,

０００円となりました。前年度より給付費は３.５％増加しました。 

 ２７ページの多賀町の独自給付である市町村特別給付、紙おむつ購入費支給事業は４

５８万円となりました。 

 ２８ページ、１７款地域支援事業費は、ひきこもり等による状態悪化とならないよう

事業を実施しました。新たに早期からの認知症予防ための予防教室を実施し、４,４７

２万３,０００円の支出となりました。 

 ３２ページ、２０款基金積立金では、１,０３５万６,０００円を介護保険給付費準備

基金積立金に積み立てました。 

 ２５款諸支出金２,６７２万３,０００円は、過年度の返還金として支出したものです。 

 ３３ページの財産に関する調書では、介護保険給付準備基金に１,０３５万６,３３０

円を積み立て、令和５年度末現在高は１億８０万８,１１０円となりました。 

 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

 ８番、山口久男議員。 

○８番（山口久男君） 委員外議員ですので、本会議において質問させていただきます。 

 介護給付費の推移について伺います。介護給付費総額は７億７,３８２万円で、前年

度費３.５％増となっております。その中で特に居宅介護サービスが前年度比７.７％増

となっております。一方で、いわゆる施設介護サービス、これが３億２,２２３万円、

０.６％増となっておりますけれども、この点について、居宅介護が増えている。その

点についての分析はどのようになっているのか。 

 そして、施設介護サービス、これがあんまり増えてないと。私、聞いているところに

よりますとなかなか施設に入りたくても入れないという方もおられるということですの

で、この点についてどうなのか、簡単に説明をお願いします。 

○議長（菅森照雄君） 林福祉保健課長。 

○福祉保健課長（林優子君） ただいま山口議員から頂きましたご質問にお答えいたしま

す。居宅介護サービスが増えてきているということにつきましては、本来介護保険事業

としまして、在宅サービスを進めていくというようなことが進んできた結果かなという

ふうに考えています。そして、施設介護がそれほど増えてないということですが、こち

らにつきましては、実態としましては、介護施設の方の入所申込者数につきましては、
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毎年少なくなってきているような現状です。だから、それの反面、在宅介護が増えてき

ているというような結果になっているというふうに分析をしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（菅森照雄君） 山口久男議員。 

○８番（山口久男君） 待機者はどうなんですか。施設に入りたいという方で入れない人

です。何人ぐらいおられますか。 

○議長（菅森照雄君） 林福祉保健課長。 

○福祉保健課長（林優子君） ただいまの質問にお答えいたします。 

 手持ちの資料が令和５年の半ばの時点の数字ですが、それを申し上げます。令和５年

度の町内の施設のみでございますが、清流の里につきましては１２名、ハートフルセン

ターにつきましては１９名というふうになっております。 

 以上です。待機者の数でございます。 

○議長（菅森照雄君） ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。認定第７０号については、会議規則第３９条第１項の規定により、総

務常任委員会に付託して審査したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、認定第７０号は総務常任委員会に付託することに決定しました。 

 日程第２２ 「認定第７１号 令和５年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳

出決算の認定について」の説明を求めます。 

 岡田会計管理者。 

〔会計管理者 岡田伊久人君 登壇〕 

○会計管理者（岡田伊久人君） 「認定第７１号 令和５年度多賀町後期高齢者医療事業

特別会計歳入歳出決算の認定について」、ご説明申し上げます。 

 決算書の３４ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算総額は１億２,１１７万２,０００円で、歳入決算額は１億２,１７９万

５,６２６円、歳出決算額は１億２,００４万５,２３０円となり、歳入歳出差引残額は

１７５万３９６円となりました。 

 それでは、３８ページ、事項別明細書の歳入からご説明いたします。 

 まず、令和５年度における年間平均被保険者数は１,３８１人で、うち６５歳以上７

５歳未満で一定の障がいの状態にある方は３人となっております。 

 歳入の主なものは、５款後期高齢者医療保険料の８,９９９万９,０００円で、現年分

収納率は９９.９％となりました。 

 また、１５款繰入金では、一般会計より事務費や基盤安定繰入金として３,０１９万
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円を繰り入れました。 

 続きまして、歳出のご説明を申し上げます。 

 ４０ページをお願いいたします。５款総務費は、職員１名分の給与や徴収等の事務的

経費として６６２万２,０００円を支出いたしました。 

 １０款後期高齢者医療広域連合納付金は、徴収した保険料と一般会計から繰り入れた

財政基盤安定分を合わせまして１億１,３４２万３,０００円を広域連合へ納付したもの

でございます。 

 なお、令和５年度の医療費の総額は１１億４,２０７万円で、前年より１.４％の減、

１人当たりの医療費は８２万６,９３７円で前年より４.５％の減となりました。 

 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。認定第７１号については、会議規則第３９条第１項の規定により、総

務常任委員会に付託して審査したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、認定第７１号は総務常任委員会に付託することに決定しました。 

 日程第２３ 「認定第７２号 令和５年度多賀町育英事業特別会計歳入歳出決算の認

定について」の説明を求めます。 

 岡田会計管理者。 

〔会計管理者 岡田伊久人君 登壇〕 

○会計管理者（岡田伊久人君） 「認定第７２号 令和５年度多賀町育英事業特別会計歳

入歳出決算の認定について」、ご説明申し上げます。 

 決算書の４３ページをお願いいたします。 

 令和５年度の歳入歳出予算総額は７０１万５,０００円、歳入決算額は４８２万９,２

１５円で、歳出決算額は４８２万７,２７６円で、歳入歳出差引残額は１,９３９円とな

りました。 

 それでは、４７ページの事項別明細書をお願いいたします。 

 まず、令和５年度の給付対象者は、高校生８名、短大生１名、大学生１１名の合計２

０名でございます。 

 歳入の５款財産収入では、株式による配当金２４万７,０００円、有価証券売払収入

２３１万円、繰入金で、育英基金から２２７万１,０００円を繰り入れ、事業に充当し

ております。 

 続きまして、４８ページの歳出ですけども、総務費では、運営委員会の経費等７万２,
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０００円と有価証券購入費２０６万７,０００円、奨学資金給付費２６８万８,０００円

の支出となりました。 

 ４９ページの財産に関する調書にありますとおり、育英基金の決算年度末現在高は３,

５２０万７,０００円、有価証券は３,１９１万２,５００円となりました。 

 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより、「認定第７２号 令和５年度多賀町育英事業特別会計歳入歳出決算の認定

について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「認定第７２号 令和５年度多賀町育英事業特別会計歳入歳出決算の認定について」

は、認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、認定第７２号は認定することに決

定しました。 

 日程第２４ 「認定第７３号 令和５年度多賀町多賀財産区管理会特別会計歳入歳出

決算の認定について」および日程第２５ 「認定第７４号 令和５年度多賀町大滝財産

区管理会特別会計歳入歳出決算の認定について」ならびに日程第２６ 「認定第７５号

 令和５年度多賀町霊仙財産区管理会特別会計歳入歳出決算の認定について」は一括し

て説明を求めます。 

 岡田会計管理者。 

〔会計管理者 岡田伊久人君 登壇〕 

○会計管理者（岡田伊久人君） まず最初に「認定第７３号 令和５年度多賀町多賀財産

区管理会特別会計歳入歳出決算の認定について」、ご説明申し上げます。 

 決算書の５０ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算総額は１３万５,０００円で、歳入決算額は８万８,４１０円、歳出決算

額は７万６,６５０円となり、歳入歳出差引残額は１万１,７６０円となりました。 

 それでは、５４ページをお願いいたします。 

 歳入は、基金利子６２円、繰越金は１万８,３４８円、基金からの繰入金７万円でご

ざいます。 

 ５５ページの歳出では、議会費で委員報酬を６万６,０００円、１０款総務費では保

険料４,０００円、借地料７,０００円を支出しました。 
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 ５６ページ、財産に関する調書で、当財産区では、前年度と同様、四手と栗栖の山林

２万１,４６７㎡を地上権設定し、管理しております。 

 基金の令和５年度末現在高は３００万４,０００円でございます。 

 次に、「認定第７４号 令和５年度多賀町大滝財産区管理会特別会計歳入歳出決算の

認定について」、ご説明申し上げます。 

 ５７ページをお願いします。 

 歳入歳出予算総額は１２２万６,０００円で、歳入決算額は４７万３,４６３円、歳出

決算額は１３万６,７７４円となり、歳入歳出差引残額は３３万６,６８９円となりまし

た。 

 それでは、６１ページをお願いします。 

 歳入の主なものは、前年度繰越金４７万３,０００円でございます。 

 ６２ページ、歳出では、議会費で委員報酬６万１,０００円の支出、総務費で報償費

５万５,０００円や山林の借地料２万１,０００円を支出しました。 

 ６３ページにありますように、当財産区は萱原と佐目に山林５３万１,８１１㎡を地

上権設定し、管理しております。びわこ東部森林組合への出資金は２３万８,０００円

で、基金については繰入れ等はなく、令和５年度末現在高は１,１５９万円となってお

ります。 

 続きまして、「認定第７５号 令和５年度多賀町霊仙財産区管理会特別会計歳入歳出

決算の認定について」、ご説明申し上げます。 

 ６４ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算総額は１３万２,０００円で、歳入決算額は１７万４,１５８円、歳出決

算額は４万９,５００円となり、歳入歳出差引残額は１２万４,６５８円となりました。 

 ６８ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、負担金５万５,０００円と繰越金１１万９,０００円でございま

す。 

 ６９ページの歳出につきましては、総務費より５人の委員報酬５万円を支出しており

ます。 

 ７０ページにありますように、当財産区は２０８万２,６４３㎡の山林を所有し、管

理しております。びわこ東部森林組合への出資金は６万３,０００円です。 

 なお、いずれの財産区の決算につきましても、それぞれの財産区管理会で同意を頂い

ておりますことを申し添えさせていただきます。 

 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（菅森照雄君） これより３案についての質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより、「認定第７３号 令和５年度多賀町多賀財産区管理会特別会計歳入歳出決
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算の認定について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「認定第７３号 令和５年度多賀町多賀財産区管理会特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」は、認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、認定第７３号は認定することに決

定しました。 

 次に、「認定第７４号 令和５年度多賀町大滝財産区管理会特別会計歳入歳出決算の

認定について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「認定第７４号 令和５年度多賀町大滝財産区管理会特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」は、認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、認定第７４号は認定することに決

定しました。 

 次に、「認定第７５号 令和５年度多賀町霊仙財産区管理会特別会計歳入歳出決算の

認定について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「認定第７５号 令和５年度多賀町霊仙財産区管理会特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」は、認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、認定第７５号は認定することに決

定しました。 

 日程第２７ 「認定第７６号 令和５年度びわ湖東部中核工業団地公共緑地維持管理

特別会計歳入歳出決算の認定について」の説明を求めます。 

 岡田会計管理者。 

〔会計管理者 岡田伊久人君 登壇〕 

○会計管理者（岡田伊久人君） 「認定第７６号 令和５年度びわ湖東部中核工業団地公

共緑地維持管理特別会計歳入歳出決算の認定について」、ご説明申し上げます。 

 決算書の７１ページをお願いいたします。 
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 歳入歳出予算総額は６５４万８,０００円で、歳入決算額は６１９万４,９７２円、歳

出決算額は６１９万３,９７２円で、歳入歳出差引残額は１,０００円となりました。 

 それでは、７５ページ、事項別明細書によりご説明申し上げます。 

 ５款財産収入は基金利子２万５,０００円、１５款繰入金は５６６万９,０００円を基

金から繰り入れました。 

 前年度からの繰越金は５０万１,０００円でございます。 

 続きまして、歳出についてご説明申し上げます。 

 ７６ページをお願いします。 

 ５款総務費の６１９万４,０００円は、主にびわ湖東部中核工業団地内の道路の草刈

りおよび樹木剪定作業の委託料です。 

 ７７ページの基金ですけれども、年度中に５６６万９,０００円を繰り入れ、令和５

年度末現在高は３億２,４８３万３,８０４円となっております。 

 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。認定第７６号については、会議規則第３９条第１項の規定により、産

業建設常任委員会に付託して審査したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、認定第７６号は産業建設常任委員会に付託することに決定しました。 

 日程第２８ 「認定第７７号 令和５年度多賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」の説明を求めます。 

 岡田会計管理者。 

〔会計管理者 岡田伊久人君 登壇〕 

○会計管理者（岡田伊久人君） 「認定第７７号 令和５年度多賀町農業集落排水事業特

別会計歳入歳出決算の認定について」、ご説明申し上げます。 

 決算書の７８ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算総額は７,５０５万円で、歳入決算額は６,９０３万３,５４２円、歳出

決算額は５,６３７万２５４円で、歳入歳出差引残額は１,２６６万３,２８８円となり

ました。 

 令和６年４月１日から地方公営企業法に定める公営企業会計を適用したことにより、

令和５年度農業集落排水事業特別会計は令和６年３月３１日に打切り決算となり、歳入

歳出差引残額は下水道事業会計に引き継いでおります。 

 令和６年度３月末現在で処理区域人口は４０８人で人口普及率は５.５％、水洗化人
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口は３１０人で、水洗化率は７６％となりました。 

 それでは、８２ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、県から高度処理維持管理事業補助金５１万９,０００円や農山

漁村地域整備交付金２８４万７,０００円、また、一般会計から５,０８２万９,０００

円を繰入れしました。 

 ４０款では、農業集落排水使用料として４６４万５,０００円を収入しました。 

 続きまして、歳出についてご説明申し上げます。 

 ８４ページをお願いいたします。 

 ５款総務費５８７万６,０００円は、主に職員の人件費でございます。 

 １０款事業費は、施設の維持管理費、処理施設の点検費用などに２,１５４万３,００

０円を支出しました。 

 ８５ページ、公債費は、元金２,２６７万８,０００円と利子６２７万３,０００円の

計２,８９５万１,０００円を償還しました。 

 ８６ページ、地方債につきましては、令和５年度決算末現在高は２億９,６２７万２,

８２２円でございます。 

 地方債の下に一般会計繰入金の使途を記載しておりますのでご確認ください。 

 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。認定第７７号については、会議規則第３９条第１項の規定により、産

業建設常任委員会に付託して審査したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、認定第７７号は産業建設常任委員会に付託することに決定しました。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第２９ 「認定第７８号 多賀町水道事業会計の利益の処分

および令和５年度決算の認定について」および日程第３０ 「認定第７９号 令和５年

度多賀町下水道事業会計決算の認定について」の２案を一括議題とします。 

 初めに、代表監査委員寺西久和氏より、決算審査の結果の報告を求めます。 

 寺西監査委員。 

〔監査委員 寺西久和君 登壇〕 

○監査委員（寺西久和君） 令和５年度水道事業会計、下水道事業会計の決算を審査しま

した結果についてご報告いたします。 

 ８月８日に、川岸監査委員とともに地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づき審

査に付されました令和５年度の水道事業会計、下水道事業会計決算について監査を実施
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しました。 

 令和５年度の決算報告書、財務諸表、事業報告書および付属明細書について、関係法

令に準拠して作成されているか、事業の経営成績および財政状況を適正に表示している

か、関係帳簿および関係書類との照合等、通常実施すべき審査を実施しました。 

 審査の結果、決算の計数等に誤りはなく、事業の経営成績および財政状況を適正に表

示しているものと認められました。なお、審査結果につきましては、町長宛決算審査意

見書を提出しております。 

 まず水道事業会計ですが、経営状況については損失収支において８,８１１万円の当

年度純利益となっております。これは、昨年度に比べ、使用料収入が減少したが、企業

債の元利償還金が増加に伴い、他会計補助金の増加したことが要因となっております。 

 給水人口は前年度に比べ４２人、０.６％減少し、給水戸数は前年度と同数でありま

す。配水量は前年度に比べ、年間、１か月平均とも１.９％減少し、１日平均は２.２％

減少しております。 

 有収水量は前年度に比べ５５５３㎥、０.４％減少し、有収率は前年度に比べ１.５％

増加し、８５.５％となっております。 

 引き続き、老朽管の更新や速やかな漏水調査の実施、発見、修繕を行い、有収率の向

上に努められることを望みます。 

 財政状態については財務の短期流動性を示す流動比率は、前年度および類似団体全国

平均より上回っております。これは、純利益が増加したことで、流動資産の現金預金が

増加したことが大きな要因であります。 

 財務の長期健全性を示す自己資本構成比率は前年度より上回り、改善したが、類似団

体全国平均を下回っており、今後もより一層の経営改善に取り組む必要があります。 

 固定資産対長期資本比率は、前年度および類似団体全国平均より下回り、施設改良等

を抑制していることから、減少傾向であります。 

 施設の利用状況については、施設利用率、負荷率とも前年度より下回り、水道事業経

営指標を上回っています。最大稼働率は前年度水道事業経営指標を上回っており、最大

稼働率が低いことは過剰投資を示し、１００％に近いと安定した給水に問題があること

を示しています。 

 続いて、８月２２日に、川岸監査委員とともに、地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律第２２条第１項の規定に基づき審査に付された経営健全化の審査をしました。 

 審査の結果、実質的な資金不足比率は算定されなく、良好な状態にあると認められま

す。 

 供給単価と給水原価については、給水原価が昨年度より約１６円低くなり、給水原価

と供給単価の差が約１円と縮まりました。水道使用料の滞納額について、引き続き、よ

り一層の収納率の向上、給水収益の増収に努められたく望むものであります。 

 今後も老朽化による施設整備や維持管理に多額の費用が必要となり、企業債の借入れ、
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元金償還も増加が予想され、水道事業の経営は依然として厳しい状況が続くと予想され

ますので、より慎重かつ適切な資金の運用に努められることを望みます。 

 さらに、多賀町水道ビジョンと多賀町水道事業基本計画に基づき、引き続き効率的な

施設整備や維持管理経費の削減に努められ、健全な経営の持続に向けた取組を進めると

ともに、安全、良質、安定した水の供給をお願いするものであります。 

 次に、下水道事業会計ですが、経営状況については、損失収支においては７２７万円

の当年度純利益となっております。 

 財務の短期流動性を示す流動比率は前年度より上回り、類似団体全国平均より下回っ

ております。これは、損益勘定留保資金の補てん財源の余剰、純利益が生じたこと等に

よる現金預金の増加額よりも未払金の支払いによる現金預金の減少額が上回ったことが

要因であります。 

 財務の長期健全性を示す自己資本構成比率は前年度を上回り、類似団体全国平均を下

回っております。 

 固定資産対長期資本比率は新たな施設整備も少なく、前年度類似団体全国平均を下回

っております。 

 業務実績については、処理区域内人口は前年度に比べ１２人、０.２％減少し、普及

率は前年度に比べ０.４％増加し、９１％となっております。 

 処理区域内水洗化人口は前年度に比べ１２人、０.２％減少し、水洗化率は前年度と

同様９５.７％となっております。 

 有収水量は、前年度に比べ１０万８,８２４㎥、７.６％増加し、有収率は前年度に比

べ３.６％減少し、８２.３％になっております。 

 続いて、８月２２日に、川岸監査委員とともに、地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律第２２条第１項の規定に基づき審査に付された経営健全化の審査をしました。 

 審査の結果、実質的な資金不足比率は算定されなく、良好な状態にあると認められま

す。 

 下水道使用料の滞納額について、引き続き、より一層の収納率の向上、使用料の増収

に努められることを望むものであります。 

 今後も施設整備に要する企業債の借入れや企業債償還があり、依然として厳しい状況

が続くと予想されますので、より慎重かつ適切な資金の運用に努められることを望みま

す。 

 多賀町公共下水道ストックマネジメント実施方針に基づき、引き続き効率的な施設整

備や維持管理経費の削減に努められ、健全な経営の持続により一層取り組まれることを

お願いするものであります。 

 以上で決算審査のご報告を終わります。 

○議長（菅森照雄君） 続いて、「認定第７８号 多賀町水道事業会計の利益の処分およ

び令和５年度決算の認定について」の説明を求めます。 



－４９－ 

 飯尾地域整備課長。 

〔地域整備課長 飯尾俊一君 登壇〕 

○地域整備課長（飯尾俊一君） 「認定第７８号 多賀町水道事業会計の利益の処分およ

び令和５年度決算の認定について」のご説明を申し上げます。 

 多賀町水道事業会計の利益の処分および令和５年度決算につきましては、地方公営企

業法第３２条第２項の規定に基づき、多賀町水道事業会計の利益の処分について、議会

の議決をお願いするとともに、令和５年度会計決算は、同法第３０条第４項の規定に基

づき認定をお願いするものでございます。 

 それでは、決算書の８８ページをお願いします。 

 経理状況について、水道事業収益は３億９,７８１万４,０００円で、前年度に対し８

０２万５,０００円の減となり、水道事業費用は３億１０５万４,０００円で、前年度に

対し３,０４１万６,０００円の減となりました。 

 ８９ページの資本的収入は５,３６３万９,０００円で、前年度に対し１,６５９万１,

０００円の増となり、資本的支出は２億２,３３０万５,０００円で、前年度に対し５,

９６３万８,０００円の増となりました。なお、資本的支出に対する不足額１億６,９６

６万７,０００円は、消費税資本的収支調整額および損益勘定留保資金で補てんをいた

しました。 

 決算書の９０ページをお願いいたします。右の表の水道事業損益計算書では、下から

４行目の当年度純利益に記載のとおり、８,８１１万円の黒字となりました。 

 それでは、次に、収益費用明細書により、主なものを説明させていただきます。 

 決算書９５ページをお願いします。 

 収益的収支につきましては、損益計算書と整合を図るため、税抜き額での説明とさせ

ていただきますので、説明欄左の列の金額をご確認願います。 

 収益的収入の水道事業収益の主なものとして、１項１目給水収益では、上水道使用料

が２億４,５９０万６,０００円となり、前年度に対し５７万７,０００円の減となりま

した。 

 ２項２目他会計補助金では、企業債の償還に充てるため、一般会計から７,５９７万

８,０００円を繰り入れ、５目長期前受金戻入では、繰延収益を収益化した額３,７４９

万８,０００円を計上しました。 

 ９６ページの収益的支出では、水道事業費用の主なものとして、１項１目原水及び浄

水費では、浄水処理設備等の保守点検や原水水質検査、取水および送水ポンプの動力費

など、各施設を安定して稼働させるため４,５４７万１,０００円の支出になり、前年度

に対し１,１８４万１,０００円の減となりました。 

 ９８ページの５目減価償却費では、建物、構築物、機械および装置などの固定資産減

価償却費用が１億６,３９７万３,０００円となり、前年度に対し３０３万２,０００円

の減となりました。 



－５０－ 

 ９９ページからの資本的収支につきましては、明細書の右から３列目の税込み額での

説明といたします。 

 資本的収入の主なものとして、３項１目企業債では、配水管の布設替事業等に充当す

るため４,０００万円の借入れを行いました。 

 １００ページの資本的支出として、１項１目水道改良費では、１０５ページから１０

６ページに記載のとおり、舗装本復旧工事および楢󠄀崎地区配水管布設替工事や多賀地区

配水管布設替工事など全１０件の工事請負費のほか、次年度の工事予定箇所に対する設

計業務への委託料など合わせ、１億６２０万７,０００円を支出し、前年度に対し５,６

７４万４,０００円の増となりました。２項１目企業債償還金では、施設整備等で借入

れしたものを合わせて１億１,７０９万９,０００円の元金償還を行い、決算書１０９ペ

ージに記載のとおり、新たに４,０００万円を借り入れた結果、令和５年度末残高は２

５億３,７１７万６,３４１円となりました。 

 決算書１１２ページをお願いします。 

 未処分利益剰余金の処分について、令和５年度の純利益を積み増しした結果、未処分

利益剰余金は１６億７,９３１万９,０１７円となり、このうち、建設改良積立金へ５,

０００万円を処分し、繰越利益剰余金を１６億２,９３１万９,０１７円とするもので、

議会の議決によって処分をお願いするものでございます。 

 以上、説明とさせていただきますので、よろしくご審議いただきますようお願い申し

上げます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。認定第７８号については、会議規則第３９条第１項の規定により、産

業建設常任委員会に付託して審査したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、認定第７８号は産業建設常任委員会に付託することに決定しました。 

 日程第３０ 「認定第７９号 令和５年度多賀町下水道事業会計決算の認定につい

て」の説明を求めます。 

 飯尾地域整備課長。 

〔地域整備課長 飯尾俊一君 登壇〕 

○地域整備課長（飯尾俊一君） 「認定第７９号 令和５年度多賀町下水道事業会計決算

の認定について」、ご説明申し上げます。 

 令和５年度下水道事業会計決算につきましては、地方公営企業法第３０条第４項の規

定に基づき議会の認定をお願いするものです。 

 決算書１１４ページをお願いします。 



－５１－ 

 収益的収入の下水道事業収益は４億２,０４９万６,０００円で、前年度に対し１,５

１９万５,０００円の増となり、収益的支出の下水道事業費用は４億１,１７４万円で、

前年度に対し１,９５５万２,０００円の増となりました。 

 １１５ページの資本的収入は１億４,０６１万３,０００円で、前年度に対し７４２万

１,０００円の増となり、資本的支出は２億５,８５６万９,０００円で、前年度に対し

４７１万１,０００円の増となりました。なお、資本的支出に対する不足額１億１,７９

５万６,０００円は、消費税資本的収支調整額および損益勘定留保資金で補てんいたし

ました。 

 １１６ページをお願いします。 

 右の表の下水道事業損益計算書では、下から４行目の当年度純利益に記載のとおり、

７２７万３,０００円の黒字となりました。 

 それでは、主なものを説明させていただきます。 

 決算書１２１ページをお願いします。 

 収益的収支につきましては、損益計算書と整合を図るため、税抜き額でのご説明とさ

せていただきますので、説明欄左側の列の金額をご確認願います。 

 収益的収入の下水道事業収益として、１項１目下水道使用料では２億７,２２５万４,

０００円となり、前年度に対し２,３８９万５,０００円の増となりました。 

 ２項２目他会計補助金では、収益的支出に係る一般会計からの繰入金が２,６００万

円となり、前年度に対し１,５００万円の減となりました。 

 ４目長期前受金戻入につきましては、繰延収益の収益化として８,６２７万３,０００

円を収益計上しました。 

 決算書１２２ページでは、収益的支出の下水道事業費用として、１項１目管渠費では、

下水道管渠およびマンホールポンプに係る維持管理費用として２,６１１万５,０００円

を支出し、前年度に対し４８６万９,０００円の増となりました。 

 決算書の１２３ページの３目流域下水道維持管理負担金では、汚水処理に係る負担金

として、一般排水６１.６円、特定排水６９.１円を立米当たりの単価として１億９９９

万５,０００円を支出し、前年度に対し１,２９９万６,０００円の増となりました。 

 ４目減価償却費では、有形固定資産１億８,４８２万円、無形固定資産２,１７０万６,

０００円を費用化しました。 

 決算書１２５ページをお願いいたします。 

 続きまして、資本的収支明細書により、主なものを説明させていただきます。資本的

収支につきましては、明細書の右から３列目の税込み額でご確認ください。 

 資本的収入では、第１項１目企業債につきまして、中川原地区雨水排水整備事業に係

る企業債、流域下水道建設費負担金に係る企業債、資本費平準化債の合計８,０２０万

円を新たに借り入れております。 

 ２項１目他会計出資金につきましては、資本的支出に対する繰入金として４,６８５



－５２－ 

万９,０００円を一般会計から繰り入れました。 

 最後に、決算書ですけども、１２６ページをお願いします。 

 資本的支出では、第１項２目管渠整備事業につきまして、管渠設計委託料および中川

原地区の雨水排水整備に対する工事請負費１,６８６万１,０００円を支出しました。 

 ３目流域下水道建設費負担金につきましては、前年度に対し４３万３,０００円増の

１,２９９万７,０００円を支出いたしました。 

 第２項１目企業債償還金では２億２,８２８万１,０００円の元金償還を行い、１３１

ページに記載のとおり、期末残高２０億１,０３３万７,１２８円となりました。 

 未処理分につきましては、１３５ページをお願いします。 

 未処分の利益剰余金の処分につきましては、令和５年度の純利益を積み増しした結果、

未処分利益剰余金は３,６２５万６,９４２円となり、多賀町下水道事業の剰余金の処分

等に関する条例第２条第１項第１号の規定に基づき、減債積立金へ１００万円積み立て、

繰越利益剰余金を３,５２５万６,９４２円とするものです。 

 以上、説明とさせていただきますので、よろしくご審議いただきますようお願い申し

上げます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。認定第７９号については、会議規則第３９条第１項の規定により、産

業建設常任委員会に付託して審査したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、認定第７９号は産業建設常任委員会に付託することに決定しました。 

 次に、先ほど「認定第７０号 介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について」

の質疑の中で、山口議員の質問に対する福祉保健課長の答弁に訂正があるとの申出があ

りましたので、これを許可します。 

 林福祉保健課長。 

○福祉保健課長（林優子君） 先ほど山口議員の施設待機者についてのご質問に答弁させ

ていただきました内容に間違いがございましたので、訂正をさせていただきます。大変

申し訳ございませんでした。 

 先ほど答弁をさせていただいた数字につきましては、令和２年度分の数字と取り違え

をしておりました。令和５年度の町内の施設の待機者につきましては、清流の里５名、

犬上ハートフルセンター８名でございます。 

 以上のように訂正をさせていただきます。大変申し訳ございませんでした。 

 以上です。 

                                        



－５３－ 

○議長（菅森照雄君） これで本日の議事日程は全て終了しました。 

 明日からの日程につきましては、別紙の会期日程表のとおり進めていきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 なお、再開は９月４日午前９時３０分とし、一般質問を行います。 

 長時間にわたってご審議いただき、誠にありがとうございました。 

 本日はこれで散会いたします。 

（午後 ２時１０分 散会） 



－５４－ 

 

 多賀町議会会議規則第１２７条の規定により下記に署名する。 

 

 

                多賀町議会議長  菅 森 照 雄 

 

 

 

 

 

 

                多賀町議会議員  川 岸 真 喜 

 

 

 

 

 

 

                多賀町議会議員  木 下 茂 樹 


